
　

　

　

は　

じ　

め　

に

　

青
木
周
蔵
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
自
伝
を
つ
づ
り
は
じ
め
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
た
明
治
三
十
一 （
一
八
九
八
） 年
に
は
の
プ

ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
留
学
生
活
の
は
じ
ま
り
（
第
二
）
に
つ
い
て
起
稿
す 

自
伝
の
自
筆
草
稿
本
は
、『
青
木
周
蔵
筆
記
』
と
し
て
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
「
青
木
周
蔵
関
係
文
書
」
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。『
筆
記
』
は
、
第
一
か
ら
第
二
十
七
ま
で
、
補
遺
を

く
わ
え
、
全
二
十
九
章
か
ら
な
る
。
青
木
は
、
心
の
ど
こ
か
に
、
い
つ
か
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

校
注
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
没
後
半
世
紀
あ
ま
り
経
た
昭
和
四
十
五 （
一
九
七
〇
）

 
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

人
が
自
己
を
語
る
の
は
、
第
一
に
自
己
探
求
や
自
己
認
識
へ
の
欲
求
、
第
二
に
過
去
を
回
想
す
る
こ
と
が
も
た
ら
す
快
楽
、
第
三
に
自

己
の
正
当
化
へ
の
欲
求
が
あ 

ら
で
あ
る
。
青
木
が
自
伝
を
執
筆
し
た
主
な
動
機
は
、
外
務
大
臣
、
ア
メ
リ
カ
駐
在
大
使
と
い
っ
た
外

交
官
と
し
て
の
行
動
に
つ
い
て
弁
明
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

青
木
周
蔵
の
渡
独
前
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
一
の
記
述
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。『
筆
記
』
第
一
は
自
伝
を
完
結

（
１
）
る
。

　

（
２
）
る
か

　

一

―　　―

『
青
木
周
蔵
筆
記
』
の
詩
と
真
実

―
―
渡
独
前
の
経
歴
を
中
心
と
し
て
―
―

森　
　

川　
　
　
　
　

潤

４４６
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す
る
た
め
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
付
け
足
し
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
伝
は
自
己
認
識
の
原
点
を
さ
ぐ
る
よ

う
に
、
の
び
や
か
に
思
春
期
か
ら
青
春
期
に
い
た
る
周
蔵
を
描
い
て
い
る
。
遠
い
過
去
を
回
顧
す
る
た
め
に
、
記
憶
違
い
や
事
実
の
誤
認

が
散
見
さ
れ
る
が
、
自
伝
に
つ
き
ま
と
う
意
図
的
な
粉
飾
や
事
実
の
歪
曲
は
み
ら
れ
な
い
。
青
木
は
、
独
自
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
、

語
り
か
け
る
。

　

青
木
周
蔵
は
、
天
保
十
四 （
一
八
四
四
） 年
、
萩
藩
西
南
部
の
吉
田
宰
判
土
生
村 
小  
土  
生 
の
地
下
医
三
浦
玄
仲
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。
三

お 

は 

ぶ

浦
家
は
、
代
々
、
医
業
を
い
と
な
む
家
柄
で
あ
る
。
慶
応
元 （
一
八
六
五
） 年
に
は
萩
藩
の
医
家
の
名
門
青
木
家
の
養
子
に
む
か
え
ら
れ
、
慶

応
四
年
に
藩
費
留
学
生
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
派
遣
さ
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
に
明
治
六 （
一
八
七
三
） 年
に
外
務
一
等
書
記
官
心
得
に

任
命
さ
れ
て
以
来
、
一
貫
し
て
外
交
官
と
し
て
の
経
歴
を
た
ど
り
、
外
務
大
臣
に
ま
で
登
り
つ
め
る
。

　

本
稿
で
は
、
青
木
周
蔵
の
自
伝
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
一
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
木
が
、

自
伝
を
と
お
し
て
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
た
え
よ
う
と
し
た
の
か
あ
き
ら
か
に
す
る
。
回
顧
者
は
青
木
周
蔵
ま
た
は
青
木
、
回

顧
さ
れ
る
立
場
と
し
て
は
周
蔵
と
表
記
を
か
え
る
。
引
用
は
断
片
化
し
、
必
要
な
部
分
だ
け
を
引
用
し
、『
筆
記
』
第
一
か
ら
の
引
用
は

注
記
し
な
い
。

一　

疵　
　

痕

　

地
下
医
の
長
男
に
生
ま
れ
た
周
蔵
は
、
家
業
を
つ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
医
術
開
業
免
許
制
度
も
な
く
、

希
望
す
る
も
の
は
だ
れ
で
も
医
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
民
が
医
者
に
な
る
ば
あ
い
に
は
、
庄
屋
や
名
主
な
ど
を
と
お
し
て

代
官
や
領
主
に
届
け
で
、
許
可
を
う
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
年
貢
の
収
納
に
関
係
す
る
か
ら
で
あ 

 「
百
姓
共
之
内
、
病
身
等

ニ
而
無
據
醫
師
ニ
相
成 

と
願
い
で
、
剃
髪
す
れ
ば
、
す
で
に
医
者
で
あ
る
。

（
３
）
る
。

　

（
４
）

度
」
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萩
藩
で
は
、
藩
医
は
儒
者
、
書
家
、
絵
師
、
能
狂
言
師
、
碁
打
な
ど
と
と
も
に
芸
能
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
寺
社
組
に
編
入
さ
れ
、
寺

社
奉
行
の
管
轄
下
に
お
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
と
く
に
技
能
が
熟
達
し
た
も
の
は
、
手
廻
組
に
編
入
さ
れ
、
手
廻
頭
の
支
配
下
に
お
い
て
、

藩
主
に
近
侍
し
、
そ
の
側
近
の
職
務
に
服
す 

地
下
医
は
、
藩
医
と
は
こ
と
な
り
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
開
業
医
で
あ
り
、
藩
政
府
が

安
政
三 （
一
八
五
七
） 年
六
月
に
医
業
登
録
制
度
を
導
入
す
る
ま
で
は
、
開
放
的
な
開
業
医
制
度
の
も
と
で
自
由
に
医
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

父
玄
仲
は
、
地
下
医
な
が
ら
、「
所
謂
蘭
方
医
ニ
シ
テ
翻
訳
書
ニ
依
リ
少
シ
ク
泰
西
文
明
ノ
學
術
ヲ
解
セ
シ
」
人
で
あ
る
。
嘉
永
三
年

に
藩
内
全
域
で
種
痘
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
宰
判
か
ら
陪
臣
の
医
者
や
地
下
医
の
な
か
か
ら
「
巧
者
之
者
」
が
選
抜
さ
れ 

き
、
い
わ
ゆ
る
種
痘
医
に
え
ら
ば
れ 

家
業
を
つ
ぐ
た
め
に
は
、
周
蔵
は
初
歩
的
な
読
み
書
き
だ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
漢
方
医

学
の
基
礎
で
あ
る
漢
学
を
ま
な
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
就
学
の
場
を
探
す
の
に
苦
慮
す
る
。
青
木
周
蔵
は
、
萩
藩
に
お
け
る

当
時
の
教
育
の
状
況
に
つ
い
て
回
顧
す
る
。

予
年
漸
ク
長
シ
テ
學
ニ
志
セ
シ
カ
封
建
治
下
ニ
於
ケ
ル
階
級
制
度
ノ
桎
梏
ハ
予
ノ
如
キ
平
民
子
弟
ノ
講
學
ニ
念
ア
ル
者
ヲ
シ
テ
頗
ル

困
難
ヲ
感
セ
シ
メ
タ
リ
防
長
ノ
首
府
タ
ル
萩
ニ
ハ
藩
學
明
倫
館
ア
リ
藩
士
吉
田
氏
亦
私
塾
ヲ
開
キ
テ
名
聲
郷
党
ノ
間
ニ
高
カ
リ
シ
モ

藩
學
ハ
士
族
ノ
子
弟
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
入
門
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
松
下
村
塾
亦
藩
士
ト
伍
ヲ
結
フ
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
強
テ
其
門
ニ
入
ル
モ
學

友
ト
ノ
交
際
円
滑
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
予
知
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
由
リ
予
ノ
為
ニ
ハ
講
学
ノ
道
殆
ン
ト
硬
塞
シ
タ
ル
有
様
ナ
リ
キ

　

青
木
に
よ
れ
ば
、
藩
校
は
も
と
よ
り
、
松
下
村
塾
さ
え
も
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
。
青
木
が
言
及
す
る
の
は
尊
攘
運
動
の
温
床
と
な
っ

た
松
下
村
塾
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
の
門
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
松
下
村
塾
グ
ル
ー
プ
が
輩
出
さ
れ
、
松
陰
の
刑
死
後
、
尊
攘
運
動
の
先
頭
に

た
つ
よ
う
に
な
る
。
松
下
村
塾
は
、
政
治
結
社
の
性
格
を
お
び
る
。
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄
瑞
な
ど
の
よ
う
な
尊
攘
運
動
を
牽
引
す
る
藩
士

や
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
な
ど
の
よ
う
に
藩
士
と
交
遊
が
あ
る
も
の
だ
け
が
松
下
村
塾
へ
の
入
門
を
許
さ
れ
る
。

（
５
）
る
。

　

（
６
）

た
と

　

（
７
）

る
。
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周
蔵
は
、
安
政
四 （
一
八
五
七
） 年
こ
ろ
に
寺
子
屋
を
お
え
る
。
吉
田
松
陰
が
松
下
村
塾
を
主
宰
し
た
の
は
安
政
三
年
三
月
か
ら
安
政
五

年
十
二
月
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
蔵
は
松
下
村
塾
に
は
「
入
り
た
く
て
入
り
得
な
か
っ 

わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
当
時
の
周
蔵

の
選
択
肢
に
は
松
下
村
塾
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
周
蔵
が
住
む
藤
曲
村
の
近
辺
か
ら
は
萩
へ
遊
学
す
る
慣
行
は
な
か
っ 

　

青
木
は
、
入
門
す
る
気
も
な
か
っ
た
松
下
村
塾
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
な
く
も
松
下
村
塾
と
松
下
村
塾
グ
ル
ー
プ
に
た
い
す

る
姿
勢
を
披
瀝
す
る
こ
と
に
な
る
。
青
木
は
、
志
士
と
し
て
の
生
き
方
を
対
極
に
置
き
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
生
き
方
を
選
択
し

た
と
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

周
蔵
は
、
嘉
永
二 （
一
八
四
九
） 年
こ
ろ
、
村
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
近
所
の
寺
子
屋
に
か
よ
い
は
じ
め
る
。
安
政
四 （
一
八
五
七
） 年

に
は
、
萩
藩
永
代
家
老
の
福
原
家
が
家
臣
の
子
弟
の
た
め
に
領
地
の
宇
部
村
中
尾
に
設
置
し
た
郷
学
菁
莪
堂
に
う
つ
る
。
菁
莪
堂
は
、
も

と
も
と
家
臣
だ
け
で
な
く
、
近
郷
の
農
民
や
商
人
の
子
弟
に
も
門
戸
を
ひ
ら
い
て
い
た
。
青
木
は
、
菁
莪
堂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

其
ノ
家
臣
ノ
子
弟
ハ
予
等
領
域
外
他
村
ノ
子
弟
ニ
対
シ
交
際
上
常
ニ
一
個
ノ
墻
壁
ヲ
築
キ
テ
待
遇
自
ラ
疎
遠
ニ
流
レ
一
二
例
外
ナ
キ

ニ
ア
ラ
サ
リ
シ
モ
予
ト
学
友
ト
ノ
交
際
ハ
充
分
親
密
ナ
ル
コ
ト
能
ハ
サ
リ
キ

　

菁
莪
堂
は
一
義
的
に
は
武
士
の
学
校
で
あ
る
。
福
原
家
の
家
臣
の
子
弟
は
、
周
蔵
な
ど
の
家
臣
以
外
の
子
弟
に
障
壁
を
き
ず
き
、
学
友

と
の
交
際
は
親
密
で
は
な
か
っ
た
。
周
蔵
は
、
菁
莪
堂
に
お
い
て
封
建
的
階
級
の
重
圧
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
陪
臣
と
は
い
え
、
武
士
が

後
述
す
る
よ
う
な
武
闘
集
団
と
し
て
の
側
面
を
剥
き
出
し
に
す
る
と
き
、「
平
民
」
は
悲
哀
を
味
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
抑
揚
の
な

い
回
顧
の
な
か
に
、
周
蔵
が
負
っ
た
精
神
的
外
傷
の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　

青
木
は
、
菁
莪
堂
に
つ
い
て
「
程
度
低
キ
宇
部
ノ
學
校
」
と
呼
ぶ
。
周
蔵
が
菁
莪
堂
に
通
い
は
じ
め
て
一
年
あ
ま
り
た
っ
た
安
政
五 （
一

八
五
八
） 年
十
二
月
に
な
る
と
、
萩
藩
支
藩
の
徳
山
藩
主
毛
利 
広
鎮 
の
六
男 
元
� 
が
藩
命
に
よ
り
福
原
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
越
後
と
称
す
る
。

ひ
ろ
し
げ 

も
と
た
け

福
原
家
第
二
十
四
代
当
主
と
な
っ
た
越
後
は
、
学
頭
の
佐
々
木
向
陽
に
「
士
氣
奮
發
」
の
た
め
に
『
靖
献
遺
言
』
を
講
じ
さ
せ 

 『
靖

（
８
）
た
」

　

（
９
）

た
。

　

（　

）
１０る
。
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献
遺
言
』
は
、
江
戸
前
期
の
崎
門
派
の
朱
子
学
者
浅
見
絅
斎
の
著
作
で
あ
る
。
崎
門
派
独
特
の
大
義
名
分
論
や
尊
王
論
は
幕
末
の
尊
王
討

幕
論
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
吉
田
松
陰
も
影
響
を
う
け
た
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

安
政
五
年
に
は
、
条
約
問
題
や
将
軍
継
嗣
問
題
を
め
ぐ
り
政
局
が
極
点
に
達
す
る
。
藩
主
毛
利
敬
親
は
、
翌
八
月
に
両
相
府
諸
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
改
革
意
見
を
集
約
し
、
六
十
三
ケ
条
か
ら
な
る
改
革
綱
領
を
ま
と
め
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
「
御
軍
制
之
事
」
で
あ 
 

西
洋
に
な
ら
っ
た
日
常
的
な
練
兵
の
実
施
、
海
岸
防
備
の
た
め
の
農
兵
の
取
り
立
て
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
敬
親
は
、「
總
て
御
政
治

は
復
古
之
御
主
意
に
有
之
度
」
と
い
う
基
本
方
針
を
う
ち
だ 

　

越
後
は
、
翌
六
年
十
一
月
、
宗
家
が
推
進
す
る
軍
制
改
革
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
す 

そ
の
こ
ろ
の
菁
莪
堂
の
「
館
中
日
程 

に

よ
れ
ば
、
嘉
永
四 （
一
八
五
一
） 年
五
月
に
向
陽
が
さ
だ
め
た
「
功 

と
は
異
な
り
、
軍
事
調
練
に
多
く
の
時
間
が
あ
て
ら
れ
、
講
義
を

お
こ
な
わ
な
い
日
が
多
く
な
る
。
全
藩
軍
事
化
の
も
と
に
、
菁
莪
堂
も
軍
事
調
練
を
中
心
と
し
た
施
設
に
変
容
す
る
。
青
木
に
と
っ
て
、

軍
事
調
練
を
重
視
す
る
菁
莪
堂
は
程
度
の
低
い
学
校
で
し
か
な
い
。

　

周
蔵
は
「
階
級
制
度
ニ
関
係
少
ナ
キ
地
」
を
も
と
め
、
中
津
に
わ
た
る
。
豊
前
は
、
周
防
灘
を
は
さ
み
、
周
蔵
の
郷
里
の
対
岸
に
位
置

す
る
。
豊
後
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
私
塾
に
入
門
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。
咸
宜
園
の
創
設
者
で
あ
る
広
瀬
淡
窓
は
安
政
三 （
一

八
五
六
）
年
十
一
月
一
日
に
他
界
し
、
周
蔵
が
渡
海
し
た
こ
ろ
に
は
、
淡
窓
の
養
子
青
邨
が
塾
主
と
な
り
、
淡
窓
の
弟
旭
荘
の
嫡
子
林
外

も
講
筵
を
は
っ
て
い
た
。

　

私
塾
は
藩
校
と
は
こ
と
な
り
、
生
国
や
身
分
を
問
わ
ず
、
他
藩
か
ら
の
遊
学
生
を
受
け
入
れ
る
。
咸
宜
園
に
は
、
大
村
益
次
郎
を
は
じ

め
、
萩
藩
か
ら
訪
れ
る
遊
学
生
が
少
な
く
な
い
。
大
村
は
、
三
田
尻
の
蘭
方
医
梅
田
幽
斎
か
ら
「
醫
者
と
し
て
大
成
す
る
に
は
、
ど
う
し

て
も
漢
書
に
通
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
諭
さ 

咸
宜
園
に
遊
学
す
る
。
菁
莪
堂
が
あ
る
宇
部
村
か
ら
も
、
安
政
二
年
以
降
、
毎
年
の
よ
う

に
、
咸
宜
園
に
入
門
す
る
者
が
い
た
。
安
政
三
年
二
月
に
は
周
蔵
が
住
む
藤
曲
村
か
ら
篠
井
数
馬
が
入
門
す 

淡
窓
が
い
な
い
と
し
て

（　

）
１１る
。

　

（　

）
１２す
。

　

（　

）
１３る
。

　

（　

）
１４表
」

　

（　

）
１５令
」

　

（　

）
１６れ
、

　

（　

）
１７る
。
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も
、
周
蔵
が
咸
宜
園
へ
の
遊
学
を
考
え
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

中
津
に
た
ど
り
つ
き
、
城
郭
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
周
蔵
は
翻
意
す
る
。
は
じ
め
て
目
に
す
る
城
郭
は
、
藩
政
の
中
枢
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
萩
藩
の
三
十
七
万
石
に
比
べ
れ
ば
、
中
津
藩
は
十
万
石
の
城
郭
に
す
ぎ
な
い
。
広
瀬
淡
窓
は
処
士
に
す
ぎ
ず
、
日

田
も
藩
政
の
中
枢
で
あ
る
城
下
町
で
は
な
い
。
日
田
の
よ
う
な
僻
地
は
「
隠
者
的
ノ
學
問
」
を
修
め
る
の
に
は
適
し
て
い
る
が
、「
将
来

ノ
目
的
」
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
周
蔵
は
、
崇
敬
す
る
同
郷
の
先
輩
大
村
益
次
郎
を
は
じ
め
、
高
野
長
英
、
岡
研
介
、
大
村
益

次
郎
、
上
野
彦
馬
と
い
っ
た
人
び
と
が
咸
宜
園
か
ら
巣
立
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。

　

中
津
に
は
、
奥
平
家
の
藩
校
進
脩
館
も
あ
り
、
藩
校
教
授
が
家
塾
を
ひ
ら
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
郷
関
で
は
、
藩
士
と
の
交
遊
を
忌

み
嫌
っ
て
い
た
周
蔵
は
「
奥
平
家
ノ
藩
士
ト
交
ハ
ラ
ハ
便
宜
多
カ
ラ
ン
」
と
考
え
、
手
島
物
斎 （
仁
太
郎
） の
家
塾
で
あ
る
誠
求
堂
に
入
門

す
る
。
誠
求
堂
で
は
、
中
津
藩
士
と
と
も
に
切
磋
し
、
驥
足
を
の
ば
す
。
周
蔵
が
忌
み
嫌
っ
て
い
た
の
は
、
尊
攘
運
動
に
突
き
進
み
は
じ

め
た
萩
藩
士
と
か
れ
ら
と
気
脈
を
通
じ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

周
蔵
は
、
宇
部
村
の
郷
学
菁
莪
堂
に
お
い
て
は
じ
め
て
武
士
に
接
す
る
。
豪
放
磊
落
な
少
年
は
、
軍
事
調
練
を
中
心
と
し
た
施
設
に
変

容
し
た
菁
莪
堂
か
ら
抛
り
出
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
は
、
尊
攘
論
に
あ
り
、
そ
れ
を
奉
じ
る
萩
藩
の
武
士
に
あ
る
。

二　

暗　
　

示

　

青
木
周
蔵
は
、
十
六
歳
の
こ
ろ
、
四
書
の
素
読
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回

想
す
る
。

将
来
修
学
ノ
方
針
ニ
就
テ
ハ
恰
モ
五
里
霧
中
ノ
感
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
リ
シ
モ
幸
ニ
身
体
比
較
的
強
健
ナ
リ
シ
カ
為
メ
僻
地
ニ
跼
蹐
シ
テ

医
ヲ
学
フ
カ
如
キ
ハ
何
ト
ナ
ク
物
足
ラ
ヌ
感
ア
リ
タ
リ
且
勿
論
確
タ
ル
方
向
ヲ
定
メ
得
タ
ル
ニ
ハ
非
レ
ト
モ
何
ト
カ
シ
テ
国
家
ニ
益
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ス
ル
学
問
即
チ
政
治
ニ
関
係
ア
ル
学
問
ヲ
修
メ
漸
次
政
治
ニ
参
与
ス
ヘ
キ
位
置
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
感
念
模
糊
ト
シ
テ
脳
中
ニ
生
セ
リ
然

ル
ニ
之
ニ
必
要
ナ
ル
学
問
ハ
程
度
低
キ
宇
部
ノ
学
校
ニ
テ
ハ
修
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
左
リ
ト
テ
藩
学
ニ
入
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
身
分
ナ
レ

ハ
如
何
ニ
シ
テ
此
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ヘ
キ
カ
左
思
右
考
ノ
末
遂
ニ
笈
ヲ
他
国
ニ
負
ヒ
階
級
制
度
ニ
関
係
少
ナ
キ
地
ヲ
撰
ヒ
修
学
セ
ン
ト

決
心
シ
齢
十
七
歳
ニ
至
リ
豊
前
中
津
ニ
赴
ケ
リ

　

周
蔵
は
、
す
で
に
医
者
に
な
る
こ
と
を
も
の
た
り
な
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
医
者
を
継
げ
ば
、
僻
地
に
閉
じ
込
め

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
漠
然
と
し
た
思
い
な
が
ら
、「
政
治
ニ
関
係
ア
ル
学
問
」
を
修
め
、「
政
治
ニ
参
与
ス
ヘ
キ
位
置
」
に
就
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
幕
末
の
日
本
に
政
治
学
の
よ
う
な
学
問
は
存
在
し
な
い
。
当
時
の
周
蔵
に
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
に
赴
い
た
の
ち
に
出
会
っ
た
学
問
で
あ
る
。
ま
た
、
萩
藩
で
も
政
治
に
た
ず
さ
わ
る
の
は
地
方
の
国
相
府
の
要
員
、
江
戸
方

の
行
相
府
の
要
員
と
い
っ
た
藩
政
の
中
枢
に
あ
る
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
封
建
的
な
階
級
社
会
に
お
い
て
は
、
周
蔵
の
よ
う
な
地
下

医
の
息
子
が
「
政
治
ニ
参
与
ス
ヘ
キ
位
置
」
に
つ
い
て
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
相
応
の
家
柄
の
家
に
養
子
に
入
れ
ば
、

可
能
性
は
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
政
治
」
と
い
う
発
想
は
こ
の
と
き
の
も
の
で
は
な
い
。「
目
的
」
と
青
木
が
呼
ぶ
将
来
の
進
路
は
、
郷
関
か
ら
脱
出

す
る
た
め
に
考
案
し
た
方
便
で
あ
る
。
青
木
は
、
青
木
家
の
養
子
に
な
っ
た
の
ち
に
も
、
医
者
と
い
う
職
業
に
な
じ
め
ず
、
そ
こ
か
ら
逃

れ
よ
う
と
い
う
想
い
を
政
治
学
と
い
う
現
実
の
到
達
点
に
仮
託
し
、「
政
治
ニ
参
与
ス
ヘ
キ
位
置
」
を
え
る
こ
と
を
「
目
的
」
と
位
置
づ

け
る
。
青
木
は
、「
目
的
」
を
「
宿
志
」、「
素
志
」
と
も
表
現
し
、
暗
黙
の
う
ち
に
了
解
さ
れ
た
も
の
と
し
て
多
用
す
る
。
そ
れ
は
、
郷

関
か
ら
の
脱
出
、
海
外
へ
の
逃
避
、
医
業
の
放
棄
へ
と
つ
な
が
る
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
な
る
。

　

周
蔵
は
、
中
津
の
手
島
物
斎
の
も
と
で
刻
苦
勉
励
し
、
一
年
余
り
の
ち
の
文
久
元 （
一
八
六
一
） 年
五
月
に
は
四
、
五
十
人
の
塾
生
の
な
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か
で
、「
意
外
ニ
モ
早
ク
已
ニ
高
弟
ノ
斑
ニ
列
セ
ン
ト
ス
ル
」。
し
か
し
、
翌
二
年
閏
八
月
に
物
斎
が
急
逝
す
る
。
物
斎
の
実
弟
橋
本
塩
巌

 （
忠
次
郎
） が
多
く
の
寄
宿
生
や
通
学
生
の
た
め
に
誠
求
堂
を
ひ
き
つ
ぐ
。

　

周
蔵
は
、
あ
る
日
、
塩
巌
に
さ
そ
わ
れ
、
か
れ
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
福
沢
諭
吉
の
実
家
を
た
ず
ね
る
。
老
母 
於
順 
の
も
と
に
は
、
息
子

お
じ
ゅ
ん

諭
吉
か
ら
手
紙
や
写
真
が
と
ど
け
ら
れ
て
い
た
。
周
蔵
は
、
は
じ
め
て
写
真
を
見
、
塩
巌
と
於
順
と
の
会
話
を
耳
に
す
る
。
諭
吉
は
、
中

津
藩
の
下
級
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
苦
学
の
末
に
幕
臣
に
と
り
た
て
ら
れ
、「
重
大
ナ
ル
使
命
」
を
帯
び
た
「
北
米
合
衆
国
ニ
派

遣
セ
ラ
ル
ル
使
節
」
へ
の
随
行
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
写
真
は
万
延
元 （
一
八
六
〇
） 年
の
遣
米
使
節
に
咸
臨

丸
軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
の
従
僕
と
し
て
渡
米
し
た
さ
い
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き
、
文
久
元
年
十
二
月
に
は
外
国
奉
行
竹
内
保
徳
を

正
使
と
す
る
遣
欧
使
節
の
随
員
と
し
て
渡
欧
す
る
。

　

周
蔵
は
、
の
ち
に
中
津
藩
が
「
藩
の
公
用
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
今
日
私
の
交
際
上
、
子
供
の
交
際
」
に
い
た
る
ま
で
上
下
の
区
別

が
き
び
し
い
藩
で
あ 

と
を
知
る
。
き
び
し
い
身
分
差
別
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
諭
吉
は
み
ず
か
ら
習
得
し
た
蘭
学
や
英
学
に
よ
っ
て

封
建
的
身
分
制
度
の
壁
を
突
き
破
り
、
幕
臣
に
と
り
た
て
ら
れ
る
。
周
蔵
は
「
胸
中
自
ラ
一
種
ノ
感
慨
」
を
お
ぼ
え
る
。「
階
級
制
度
」

の
呪
縛
の
な
か
で
喘
ぐ
周
蔵
に
と
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
才
覚
に
よ
っ
て
「
封
建
門
閥
」
の
重
圧
を
は
ら
い
の
け
た
諭
吉
こ
そ
、「
我
カ
學

フ
ヘ
キ
人
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
周
蔵
は
「
福
沢
氏
ノ
方
針
」
に
な
ら
っ
て
努
力
す
れ
ば
、「
我
カ
目
的
」
を
達
成
で
き
る
と
確
信
す
る
。

　

周
蔵
に
と
っ
て
、
諭
吉
は
ふ
た
つ
の
点
で
指
標
と
な
る
。
ひ
と
つ
は
、
語
学
の
習
得
で
あ
る
。
諭
吉
が
獲
得
し
た
の
は
外
国
奉
行
支
配

下
の
翻
訳
方
と
い
う
瑣
末
な
地
位
に
す
ぎ
な
い
が
、
語
学
は
封
建
的
身
分
制
の
障
壁
を
越
え
る
武
器
に
な
り
う
る
。
諭
吉
は
蘭
学
を
英
学

へ
と
お
し
ひ
ろ
げ
、
開
国
に
よ
っ
て
日
本
が
組
み
込
ま
れ
た
国
際
社
会
の
な
か
へ
雄
飛
す
る
。
同
郷
の
大
村
益
次
郎
は
地
下
医
の
家
に
生

ま
れ
な
が
ら
、
蘭
学
を
兵
学
や
軍
事
学
へ
と
お
し
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
倒
幕
運
動
の
先
陣
を
き
る
萩
藩
の
軍
事
部
門
の
責
任
者
と
い

う
地
位
を
獲
得
す
る
。
対
外
的
危
機
意
識
が
つ
よ
ま
れ
ば
、
つ
よ
ま
る
ほ
ど
西
欧
の
近
代
科
学
や
近
代
文
化
の
扉
を
開
く
た
め
の
語
学
へ

（　

）
１８る
こ
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の
需
要
が
た
か
ま
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
海
外
へ
の
視
線
で
あ
る
。
周
蔵
は
生
ま
れ
故
郷
の
土
生
村
や
藤
曲
村
か
ら
遠
望
で
き
る
海
を
隔
て
た
世
界
に
あ
こ
が

れ
て
い
た
。
中
津
に
わ
た
り
、
諭
吉
を
と
お
し
て
、
漠
然
と
し
た
も
の
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
西
欧
世
界
を
垣
間
見
る
。
そ
れ
は
周
蔵

が
知
る
西
洋
医
学
の
基
礎
と
し
て
の
蘭
学
と
は
異
な
る
新
鮮
な
学
問
を
用
意
す
る
世
界
で
も
あ
る
。
塩
巌
が
周
蔵
を
同
行
し
た
の
は
、
周

蔵
の
野
心
を
見
抜
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
福
沢
諭
吉
と
の
邂
逅
に
よ
り
、
周
蔵
の
脳
裏
に
は
、
語
学
の
学
習
、
海
外
渡

航
と
い
う
有
力
な
選
択
肢
が
刻
み
込
ま
れ
る
。

　

周
蔵
は
、
医
家
の
も
と
で
蘭
学
を
修
得
し
よ
う
と
決
意
す
る
。
塩
巌
の
も
と
を
は
な
れ
、
豪
商
冨
永
家
に
寄
食 

蘭
学
の
修
業
に
と

り
か
か
る
。
塩
巌
か
ら
大
江
久
、
神
尾
雄
策
、
藤
本
玄
岱
と
い
う
三
名
の
蘭
方
医
を
紹
介
さ
れ
る
。
中
津
藩
は
、
前
野
良
沢
以
来
、
蘭
学

の
伝
統
が
あ
り
、
第
五
代
藩
主
奥
平
昌
高
の
時
代
に
全
盛
期
を
む
か
え
る
。
昌
高
は
、
藩
医
の
大
江
春
塘
に
蘭
和
辞
書
の
編
纂
を
命
じ
、

文
政
五 （
一
八
二
二
） 年
に
『
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
』（B

astaardt

 
        
）
を
刊
行
す
る
。
寛
政
八 （
一
七
九
六
） 年
成
稿
の
『
波
留
麻
和
解
』
に
つ

づ
き
、
天
保
四 （
一
八
三
三
） 年
完
成
の
『
ズ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
に
先
駆
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
津
藩
で
も
、
嘉
永
二 （
一
八
四
九
） 年
六
月
に
ジ
ャ
ワ
か
ら
長
崎
に
牛
痘
漿
と
牛
痘
痂
が
届
け
ら
れ
た
と
き
に
、
牛
痘
接
種
を
は
じ
め

よ
う
と
い
う
機
運
が
た
か
ま
る
。
神
尾
雄
策
は
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
藤
野
啓
庵
と
連
名
で
「
種
痘
嘆
願
書
」
を
藩
主
奥
平
昌
服
に
提
出

し
、
藩
医
辛
島
正
庵
、
藤
本
玄
岱
な
ど
と
と
も
に
領
民
す
べ
て
に
種
痘
を
実
施
す 

神
尾
雄
策
は
、
京
都
の
漢
蘭
折
衷
の
医
家
小
石
玄

瑞
の
も
と
で
修
業
す
る
。
藤
本
玄
岱
は
、
帆
足
万
里
の
も
と
で
儒
学
を
ま
な
ん
だ
の
ち
、
安
政
二
年
六
月
に
大
坂
の
適
塾
に
入
門
す
る
。

福
沢
諭
吉
は
三
ヶ
月
前
に
入
門
し
て
い
た
。
帰
藩
後
は
、
村
上
玄
秀
、
神
尾
雄
策
な
ど
と
と
も
に
藩
の
医
術
を
漢
方
医
術
か
ら
蘭
方
医
術

へ
と
転
換
を
は
か 

当
時
、
中
津
に
は
大
江
雲
澤
を
当
主
と
す
る
鷹
匠
町
大
江
家
と
大
江
春
塘
の
血
を
ひ
く
京
町
大
江
家
が
あ
っ
た
。

大
江
久
は
、
京
町
大
江
家
の
春
塘
の
孫
の
代
に
あ
た 

（　

）
１９し
、

　

（　

）
２０る
。

　

（　

）
２１る
。

　

（　

）
２２る
。
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周
蔵
は
大
江
久
の
も
と
で
蘭
学
の
修
業
を
は
じ
め
る
。
大
江
久
は
、
漢
学
の
素
養
が
ゆ
た
か
で
、
多
少
蘭
書
を
ま
な
ん
で
い
た
が
、「
文

典
」
を
習
得
し
た
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
周
蔵
は
蘭
学
の
修
業
が
は
か
ど
ら
な
い
た
め
に
、
神
尾
雄
策
、
藤
本
玄
岱
と
い
っ
た
蘭
方
医
の
も

と
で
蘭
書
の
翻
訳
書
で
あ
る
『
気
海
観
瀾
』、『
医
範
提
綱
』
な
ど
を
繙
読
す
る
。『
気
海
観
瀾
』
は
、
青
地
林
宗
が
文
政
十 （
一
八
二
五
） 

年
に
著
述
出
版
し
た
日
本
で
最
初
の
物
理
的
科
学
の
刊
本
で
あ
り
、
十
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
物
理
・
化
学
の
基
礎
的
知
識
が
簡

潔
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
医
範
提
綱
』
は
、
宇
田
川
榛
斎
が
文
化
二 （
一
八
〇
五
） 年
に
刊
行
し
た
簡
潔
な
解
剖
学
書
で
あ
る
が
、
解
剖

学
だ
け
で
な
く
、
生
理
学
、
病
理
学
に
ま
で
言
及
し
、
当
時
の
医
家
に
愛
用
さ
れ
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
医
学
書
や
基
礎
科
学
書
を
読
ん
だ
と
し
て
も
、
蘭
学
の
修
業
に
は
な
ら
な
い
。
蘭
方
医
学
の
修
業
そ
の

も
の
で
あ
る
。
青
木
は
、
不
自
然
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
若
い
日
々
を
率
直
に
回
想
す
る
。
青
木
は
、「
福
沢
氏
ノ
方
針
」
が
い
ま
だ
に
当

時
の
周
蔵
に
は
内
面
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
た
め
に
意
図
的
に
不
自
然
な
情
景
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。

三　

傍　
　

観

　

文
久
二 （
一
八
六
二
） 年
、
周
蔵
は
中
津
の
橋
本
塩
巌
の
家
塾
で
漢
学
を
修
業
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
塩
巌
か
ら
安
政
の
大
獄
に
つ
い
て

知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
青
木
周
蔵
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

江
戸
ヨ
リ
中
津
ニ
着
シ
タ
ル
某
氏
ノ
書
翰
中
前
年
江
戸
ニ
起
リ
シ
一
大
疑
獄
ノ
詳
況
ヲ
報
シ
且
当
年
志
士
ノ
一
人
ト
シ
テ
處
刑
セ
ラ

レ
タ
ル
頼
三
樹
三
郎
ノ
排
雲
欲
手
掃
妖
・
失
脚
墜
来
江
戸
城
云
々
ト
詠
セ
シ
彼
ノ
有
名
ナ
ル
七
律
一
首
ヲ
モ
添
附
シ
来
リ
タ
ル
カ
橋

本
氏
ハ
一
日
特
ニ
予
ヲ
招
キ
テ
之
ヲ
示
シ
此
ノ
詩
ノ
作
者
タ
ル
頼
三
樹
三
郎
ハ
実
ニ
学
識
ニ
富
メ
ル
有
爲
ノ
士
ナ
リ
此
ノ
如
キ
名
士

ヲ
殺
戮
シ
タ
ル
ハ
眞
ニ
徳
川
氏
滅
亡
ノ
前
兆
ナ
リ
ト
云
へ
リ
此
ノ
一
事
痛
ク
予
ヲ
シ
テ
感
動
セ
シ
メ
世
勢
如
何
ニ
成
リ
行
ク
ヘ
キ
ヤ

ト
天
下
国
家
ノ
将
来
ニ
関
シ
始
メ
テ
幾
多
ノ
疑
惑
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
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安
政
五 （
一
八
五
八
） 年
六
月
、
大
老
井
伊
直
弼
は
勅
許
を
得
な
い
ま
ま
日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
、
さ
ら
に
家
茂
の
将
軍
継
嗣
問

題
を
独
断
で
決
着
す
る
。
安
政
五
年
九
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
井
伊
は
み
ず
か
ら
の
専
断
に
反
対
す
る
一
橋
慶
喜
擁
立
派
の
公
卿
、
大

名
、
志
士
に
た
い
す
る
徹
底
し
た
弾
圧
を
断
行
す
る
。
頼
三
樹
三
郎
は
、
尊
王
攘
夷
論
を
唱
え
、
将
軍
継
嗣
問
題
に
つ
い
て
一
橋
派
と
結

び
、
は
げ
し
く
幕
政
を
攻
撃
し
、
安
政
六
年
十
月
に
斬
首
さ
れ
る
。
萩
藩
の
吉
田
松
陰
は
違
勅
条
約
を
は
げ
し
く
糾
弾
し
、
井
伊
の
も
と

で
弾
圧
を
強
行
す
る
老
中 
間
部 

ま
な
べ 
詮
勝 
の
暗
殺
を
企
て
た
と
し
て
江
戸
に
送
ら
れ
る
。
安
政
六
年
十
月
に
江
戸
伝
馬
町
の
獄
に
お
い
て
斬
首

あ
き
か
つ

刑
に
処
さ
れ
る
。

　

安
政
の
大
獄
は
松
下
村
塾
グ
ル
ー
プ
の
人
び
と
の
反
幕
意
識
に
火
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
高
杉
晋
作
は
、
帰
藩
の
途
上
で
悲
報
に
接

し
、「
実
ニ
私
共
モ
子
弟
之
交
ヲ
結
ヒ
候
程
之
事
故
、
仇
ヲ
報
イ
候
ラ
ハ
テ
安
心
不
仕 

と
決
意
を
述
べ
て
い
る
。
尊
王
攘
夷
運
動
は
、

幕
閣
の
専
断
を
非
難
す
る
運
動
と
な
り
、
や
が
て
反
幕
運
動
へ
と
展
開
す
る
。

　

塩
巌
は
、
頼
三
樹
三
郎
の
死
を
悼
み
、
幕
府
の
暴
挙
は
徳
川
幕
府
滅
亡
の
予
兆
で
あ
る
と
非
難
し
、
周
蔵
に
そ
の
「
獄
中
作
」
と
題
す

る
七
言
律
詩
を
紹
介
す
る
。
周
蔵
は
、
尊
皇
思
想
を
奉
じ
る
塩
巌
の
言
葉
に
感
銘
を
う
け
る
。
郷
国
が
尊
王
攘
夷
運
動
で
沸
き
立
つ
な
か

で
、
僻
地
の
地
下
医
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
周
蔵
は
時
代
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
中
津
に
お
い
て
幕
末
の
前
途
多
端
な
政
情
を

か
い
ま
み
、
は
じ
め
て
「
天
下
国
家
ノ
将
来
」
に
不
安
を
い
だ
く
よ
う
に
な
る
。

　
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
一
は
、
中
津
時
代
を
も
っ
と
も
長
く
あ
つ
か
い
、
し
か
も
詳
細
で
あ
る
。
周
蔵
が
親
も
と
か
ら
離
れ
、
み
ず
か

ら
の
意
志
で
行
動
し
は
じ
め
た
多
感
な
時
期
で
あ
る
。
青
木
周
蔵
は
、
鮮
烈
な
印
象
を
の
こ
し
た
た
め
か
、
こ
の
一
件
に
つ
い
て
詳
述
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
を
「
一
大
疑
獄
」
と
普
通
名
詞
で
呼
び
、「
安
政
の
大
獄
」
と
い
う
歴
史
用
語
で
は
呼
ば
な
い
。

　

周
蔵
は
、
文
久
二
年
末
、
二
年
半
あ
ま
り
滞
在
し
た
中
津
を
あ
と
に
す
る
。
青
木
周
蔵
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

斯
ル
状
況
ノ
中
ニ
予
ノ
齢
十
九
歳
ノ
末
ト
ナ
リ
シ
カ
世
ハ
尊
攘
ノ
議
論
益
々
熾
盛
ト
ナ
リ
殊
ニ
長
藩
ニ
於
テ
ハ
幕
府
ノ
因
循
ナ
ル
態

（　

）
２３候
」
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度
ニ
反
シ
関
門
通
過
ノ
外
国
船
舶
ヲ
砲
撃
ス
ル
準
備
ヲ
為
ス
等
漸
次
人
心
ヲ
聳
動
ス
ル
形
勢
ト
ナ
レ
リ
之
カ
為
メ
長
人
ハ
深
ク
幕
府

及
ヒ
其
ノ
譜
代
各
藩
ノ
忌
ム
所
ト
ナ
リ
従
テ
中
津
藩
ニ
於
テ
モ
長
人
タ
ル
予
ト
同
藩
士
ト
ノ
交
際
ハ
親
密
ヲ
欠
ク
ノ
情
況
ア
ル
ニ
至

リ
タ
レ
ハ
予
ハ
終
ニ
中
津
ヲ
辞
シ
テ
郷
里
ニ
帰
レ
リ

　

萩
藩
は
、
文
久
二 （
一
八
六
二
） 年
七
月
、
藩
内
改
革
派
や
久
坂
玄
瑞
な
ど
の
尊
攘
派
志
士
に
よ
る
尊
攘
論
の
激
化
に
よ
り
長
井
雅
楽
の

航
海
遠
略
策
を
破
棄
し
、
藩
是
を
公
武
合
体
か
ら
尊
皇
攘
夷
へ
と
転
換
す
る
。
即
今
攘
夷
、
破
約
攘
夷
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
幕
府

が
、
文
久
三
年
四
月
に
全
国
の
大
名
に
攘
夷
令
を
発
布
し
た
の
も
、
萩
藩
が
違
勅
条
約
を
む
す
ん
だ
幕
府
に
攘
夷
決
行
を
せ
ま
っ
た
た
め

で
あ
る
。
翌
五
月
に
、
萩
藩
は
単
独
で
攘
夷
実
行
に
ふ
み
き
る
。
幕
府
が
調
印
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約
が
天
皇
の
意
に
反
す
る
と
し
て
、

攘
夷
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、
実
行
す
る
こ
と
自
体
反
幕
行
為
で
あ
る
。

　

周
蔵
は
、
公
武
合
体
派
に
激
し
く
対
立
す
る
尊
攘
派
の
拠
点
で
あ
る
萩
藩
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
渦
巻
き
の
な
か
に
入
ろ

う
と
は
し
な
い
。
周
蔵
は
沸
き
立
つ
よ
う
な
時
の
流
れ
を
対
岸
か
ら
傍
観
す
る
だ
け
で
あ
る
。
譜
代
藩
で
あ
る
中
津
藩
を
あ
と
に
し
た
の

は
、
自
藩
が
引
き
起
こ
し
た
政
情
が
中
津
藩
士
と
の
親
密
な
交
際
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
周
蔵
は
あ
た
か
も
犠
牲
者

と
し
て
文
久
二 （
一
八
六
二
） 年
末
に
中
津
藩
を
去
る
。

　

周
蔵
は
、
翌
文
久
三
年
に
は
、
蘭
方
医
に
つ
い
て
本
格
的
に
蘭
学
を
修
め
る
た
め
に
郷
里
か
ら
萩
に
お
も
む
く
。
侍
医
能
美
家
に
寄
寓

し
、
蘭
学
の
修
業
に
と
り
か
か
る
。
そ
の
こ
ろ
、
文
久
三 （
一
八
六
三
） 年
に
、
奇
兵
隊
へ
の
入
隊
を
勧
誘
さ
れ
る
。

此
ノ
時
ニ
方
リ
馬
関
ニ
於
テ
奇
兵
隊
ナ
ル
モ
ノ
組
織
セ
ラ
レ
予
ノ
友
人
数
名
モ
其
隊
伍
ニ
班
ス
ル
者
ア
リ
テ
頻
リ
ニ
予
ニ
入
隊
ヲ
勸

メ
タ
ル
モ
一
兵
卒
タ
ル
ハ
予
ノ
望
ム
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
謝
絶
シ
一
意
西
洋
學
ニ
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
シ
モ
如
何
セ
ン
階
級

制
度
尚
ホ
解
除
セ
ラ
レ
サ
ル
ヲ
以
テ
予
等
平
民
ノ
子
弟
ハ
藩
校
ニ
於
テ
教
授
ヲ
受
ル
ノ
恩
恵
ニ
浴
ス
ル
能
ハ
ス

　

萩
藩
は
、
文
久
三 （
一
八
六
三
） 年
五
月
、
下
関
海
峡
を
通
航
す
る
外
国
船
を
砲
撃
す
る
。
そ
の
た
め
、
翌
月
に
は
、
米
仏
の
艦
船
か
ら
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近
代
的
兵
器
に
よ
る
報
復
攻
撃
を
受
け
、
支
配
階
級
で
あ
る
武
士
階
級
は
無
能
さ
を
さ
ら
け
だ
す
。
藩
政
府
は
、
窮
状
を
打
開
す
る
た
め

に
、
謹
慎
中
の
高
杉
晋
作
を
登
用
す
る
。
高
杉
は
、
六
月
に
下
関
に
お
い
て
、
封
建
的
身
分
に
か
か
わ
ら
な
い
軍
事
力
を
あ
ら
た
に
編
成

し
、
奇
兵
隊
と
名
づ
け
る
。
そ
の
後
、
相
次
い
で
同
様
の
諸
隊
が
結
成
さ
れ
、
奇
兵
隊
と
と
も
に
諸
隊
と
総
称
さ
れ
る
。

　

諸
隊
は
、
元
治
元
年
八
月
の
四
国
連
合
艦
隊
の
報
復
攻
撃
の
さ
い
に
も
奮
戦
す
る
。
元
治
二 （
一
八
六
五
） 年
一
月
の
藩
内
の
内
訌
戦
で

俗
論
派
の
藩
正
規
軍
を
撃
退
し
、
正
義
派
が
討
幕
派
と
し
て
藩
政
府
の
主
導
権
を
に
ぎ
る
。
洋
式
兵
制
と
武
器
を
導
入
し
、
銃
隊
操
練
を

繰
り
返
し
た
成
果
で
あ
る
。
以
後
、
諸
隊
は
、
萩
藩
の
主
力
軍
と
し
て
第
二
次
長
州
戦
争
、
戊
辰
戦
争
に
参
戦
し
、
つ
ね
に
第
一
線
に
た

つ
。

　

周
蔵
は
、
奇
兵
隊
へ
の
入
隊
を
勧
誘
さ
れ
た
と
き
、「
一
兵
卒
タ
ル
ハ
予
ノ
望
ム
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
」
と
し
て
謝
絶
す
る
。
周
蔵
の
友
人
も
、

一
兵
卒
に
な
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
奇
兵
隊
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
だ
け
で
あ
り
、「
一
意
西
洋
學
ニ
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
」
す
る
気
持
ち

は
周
蔵
と
変
わ
ら
な
い
。
萩
藩
は
、
封
建
的
家
臣
団
の
軍
事
力
を
補
充
す
る
た
め
に
、
農
民
、
町
人
な
ど
を
藩
の
軍
事
体
制
に
組
み
込
ん

で
い
た
が
、
周
蔵
は
藩
の
軍
事
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
。

　

慶
応
三
年
六
月
、
周
蔵
は
藩
命
に
よ
り
長
崎
に
う
つ
る
。
青
木
周
蔵
は
、
そ
の
こ
ろ
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

是
レ
恰
モ
慶
応
三
年
ノ
下
半
季
乃
至
明
治
・
元
年
ノ
上
半
季
ニ
シ
テ
海
内
騒
然
特
ニ
長
藩
ノ
如
キ
ハ
一
書
生
ノ
運
命
ノ
如
キ
之
ヲ
顧

慮
ス
ル
ニ
暇
ナ
ク
挙
国
王
事
ニ
鞅
掌
セ
シ
ヲ
以
テ
予
ノ
渡
航
ニ
関
ス
ル
命
令
ハ
再
三
齟
齬
シ
タ
ル
末
予
ハ
明
治
元
年
十
月
ニ
至
リ
漸

ク
長
崎
ヲ
発
シ
テ
孛
魯
西
遊
学
ノ
途
ニ
上
レ
リ

　

慶
応
三
年
一
月
、
幕
府
は
長
州
征
討
の
解
兵
勅
許
を
諸
藩
と
萩
藩
に
伝
達
し
、
長
州
戦
争
は
正
式
に
終
結
す
る
。
し
か
し
、
講
和
が
む

す
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
敵
対
関
係
は
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
以
後
、
幕
府
の
権
威
は
急
速
に
失
わ
れ
、
慶
応
三
年
後
半
か
ら
翌
四
年
前

半
に
か
け
て
、
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
の
大
号
令
、
戊
辰
戦
争
と
続
く
な
か
で
幕
府
は
崩
壊
す
る
。
萩
藩
は
、
挙
藩
体
制
で
討
幕
運
動
の
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先
陣
を
き
っ
て
き
た
。
藩
と
し
て
は
、
運
命
を
賭
し
た
戦
い
の
連
続
で
あ
る
。
一
書
生
の
「
運
命
」
な
ど
を
顧
慮
す
る
余
裕
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
萩
藩
は
激
動
の
な
か
で
一
書
生
を
長
崎
に
お
く
り
だ
し
、
さ
ら
に
海
外
へ
派
遣
す
る
。

　

萩
藩
が
「
挙
国
王
事
ニ
鞅
掌
セ
シ
」
た
め
に
渡
航
が
延
引
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
周
蔵
は
あ
た
か
も
犠
牲
者
で
あ
る
か
の
よ
う

に
ふ
る
ま
う
。
藩
へ
の
帰
属
意
識
も
希
薄
で
あ
る
。
挙
藩
体
制
か
ら
み
ず
か
ら
脱
落
し
、
自
分
の
「
運
命
」
だ
け
を
考
え
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
海
外
脱
出
を
待
ち
望
む
。

　

老
成
し
た
青
木
周
蔵
は
、
歴
史
の
流
れ
か
ら
孤
立
し
た
若
い
日
々
に
つ
い
て
淡
々
と
語
る
。
萩
藩
の
志
士
た
ち
が
倒
幕
運
動
に
中
心
的

な
役
割
を
演
じ
た
の
に
た
い
し
、
若
い
周
蔵
は
中
津
か
ら
帰
っ
た
の
ち
も
志
士
と
し
て
の
生
き
方
を
拒
絶
し
、
全
藩
軍
事
化
の
熱
狂
し
た

空
間
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
す
る
。
数
ヶ
月
、
好
生
堂
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
り
、
石
州
益
田
へ
従
軍
し
た
り
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
藩
命
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
の
意
志
で
は
な
い
。

四　

沈　
　

黙

　

青
木
周
蔵
は
、
一
年
あ
ま
り
の
長
崎
滞
在
に
つ
い
て
は
沈
黙
す
る
。

　

周
蔵
は
、
文
久
三 （
一
八
六
三
） 年
に
は
蘭
方
医
に
つ
い
て
本
格
的
に
蘭
学
を
修
め
る
た
め
に
萩
に
お
も
む
く
。
当
時
、
萩
に
は
能
美
家

と
青
木
家
と
い
う
ふ
た
つ
の
医
家
の
大
家
が
あ
っ
た
。
能
美
家
は
、
代
々
、
藩
主
の
侍
医
の
家
系
で
あ
り
、
先
代
の
洞
庵
は
好
生
堂
頭
取

役
と
し
て
萩
藩
の
医
療
行
政
と
医
学
教
育
を
掌
握
し
て
き
た
。
当
主
の
隆
庵
は
西
洋
学
師
範
と
し
て
医
書
と
文
法
書
を
教
授
す
る
が
、
あ

ま
り
医
業
を
好
ま
ず
、
漢
籍
に
通
暁
す
る
文
人
で
あ 

　

新
興
の
青
木
家
は
蘭
方
医
学
の
家
系
で
あ
る
。
周
弼
は
周
防
大
島
の
地
下
医
の
長
男
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
天
保
十 （
一
八
三
九
） 年
に
能

美
洞
庵
と
坪
井
信
道
の
推
輓
に
よ
り
萩
藩
医
に
取
り
立
て
ら
れ
、
洞
庵
の
後
継
者
と
し
て
藩
主
侍
医
兼
好
生
堂
教
諭
役
の
地
位
を
ひ
き
つ

（　

）
２４る
。
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ぐ
。
周
弼
は
、
文
久
二 （
一
八
六
二
） 年
の
江
戸
勤
番
の
さ
い
に
幕
府
の
西
洋
医
学
所
の
頭
取
へ
の
就
任
を
要
請
さ
れ 

ど
の
蘭
方
医
で

あ
り
、
蘭
学
者
で
あ
る
。
研
蔵
は
、
伊
東
玄
朴
の
も
と
で
修
業
し
、
弘
化
四 （
一
八
四
七
） 年
に
萩
藩
の
西
洋
書
翻
訳
御
用
掛
に
と
り
た
て

ら
れ
、
以
後
、
西
洋
原
書
頭
取
役
、
西
洋
学
師
範
掛
な
ど
を
歴
任
す
る
。

　

周
蔵
は
、
父
親
か
ら
青
木
周
弼
の
家
塾
に
入
門
す
る
よ
う
す
す
め
ら
れ
る
が
、
能
美
家
に
寄
寓
し
、
蘭
学
の
修
業
を
は
じ
め
る
。
隆
庵

は
能
美
家
の
家
学
と
も
い
う
べ
き
道
三
流
を
う
け
つ
ぐ
本
道
医
で
あ
り
、
蘭
学
の
造
詣
が
ふ
か
い
わ
け
で
は
な
い
。
周
蔵
は
、
中
津
で
も

大
江
春
塘
の
血
を
ひ
く
京
町
大
江
家
の
大
江
久
に
つ
き
、
蘭
学
の
修
業
が
す
す
ま
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
。
師
家
の
家
系
に
異
常
な
ま
で

に
こ
だ
わ
り
を
み
せ
る
。

　

周
蔵
は
、
元
治
元 （
一
八
六
四
） 年
春
、
萩
藩
の
医
学
校
好
生
堂
へ
の
入
門
を
許
さ
れ
る
。
慶
応
元 （
一
八
六
五
） 年
十
一
月
に
は
、
好
生

堂
教
諭
役
の
青
木
研
蔵
の
養
子
に
む
か
え
ら
れ
る
。
妻
帯
者
と
な
り
、「
講
学
ノ
自
由
ヲ
束
縛
セ
ラ
ル
ル
ノ
感
」
に
さ
い
な
ま
れ
な
が
ら
、

な
お
「
欧
洲
留
学
ノ
希
望
」
を
い
だ
き
、
好
生
堂
の
竹
田
祐
伯
や
日
野
宗
春
だ
け
で
な
く
、
木
戸
孝
允
に
も
懇
願
す
る
。
日
野
宗
春
や
竹

田
祐
伯
は
萩
藩
の
医
療
行
政
の
総
帥
で
あ
る
好
生
堂
教
諭
の
職
に
あ
る
研
蔵
を
補
佐
し
、
養
子
周
蔵
の
長
崎
遊
学
、
海
外
留
学
に
つ
い
て

も
担
当
し
て
い
た
。

　

青
木
周
蔵
は
、「
養
父
研
蔵
ニ
請
フ
テ
両
三
年
間
欧
洲
留
学
ノ
許
諾
ヲ
得
」
た
と
記
し
て
い
る
。
許
可
を
得
た
う
え
で
、
藩
庁
に
請
願

を
繰
り
返
し
、「
木
戸
翁
等
ノ
斡
旋
」
に
よ
り
、「
先
ス
長
崎
ニ
至
リ
復
命
ヲ
待
ツ
ヘ
シ
」
と
命
じ
ら
れ
る
。

　

長
崎
に
た
ど
り
つ
い
た
周
蔵
は
、
好
生
堂
の
日
野
宗
春
や
竹
田
祐
伯
に
し
ば
し
ば
書
簡
を
お
く
り
、
渡
航
許
可
を
藩
庁
に
督
促
す
る
よ

う
要
請
す
る
。
周
蔵
は
、
日
野
宗
春
宛
の
書 

は
養
父
を
「
愚
父
」
と
呼
ぶ
。「
小
心
之
愚
父
」、「 

小
心
」
と
も
表
現
す
る
。
周

蔵
は
も
と
も
と
研
蔵
が
主
宰
す
る
好
生
堂
の
門
生
で
あ
り
、
実
の
子
で
は
な
い
。
研
蔵
の
婿
に
迎
え
ら
れ
、
養
嗣
子
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

師
弟
の
関
係
は
解
消
さ
れ
な
い
。
お
ま
け
に
、
書
簡
の
宛
先
は
第
三
者
で
は
な
く
、
研
蔵
の
弟
子
で
あ
る
日
野
宗
春
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

（　

）
２５た
ほ

　

（　

）
２６簡
で

　

か
ね
て
の

兼 
而 
之
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ん
に
周
蔵
の
無
頓
着
な
性
格
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
背
後
に
ふ
た
り
の
あ
い
だ
の
執
拗
な
確
執
の
臭
い
が
嗅
ぎ
と
れ
る
。

　

研
蔵
に
は
後
継
の
男
子
が
い
な
い
た
め
に
、
養
子
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
研
蔵
は
は
じ
め
門
人
の
福
田
正
二
を
候
補
者
と
し
た
。

福
田
は
、
弘
化
三 （
一
八
四
六
） 年
に
小
郡
宰
判
の
地
下
医
の
子
に
生
ま
れ
、
青
木
家
の
門
人
と
な
り
、
お
も
に
研
蔵
か
ら
教
え
を
う
け
る
。

当
時
の
好
生
堂
が
陪
臣
や
地
下
医
に
も
本
格
的
に
門
戸
を
開
放
し
た
元
治
元
年 （
一
八
六
四
） 年
春
に
、
お
そ
ら
く
周
蔵
と
と
も
に
入
門
す

る
。
慶
応
二 （
一
八
六
六
） 年
九
月
に
好
生
堂
が
山
口
に
移
転
し
た
の
ち
、
助
教
に
挙
用
さ
れ 

福
田
は
語
学
に
す
ぐ
れ
、『
尼
氏
医
鑑
』

（
全
八
巻
）、『
弁
薬
則
』（
全
二
巻
）
な
ど
の
訳
著
が
あ 

　

も
う
ひ
と
り
の
候
補
が
周
蔵
で
あ
る
。
青
木
周
蔵
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

能
美
氏
等
ハ
予
ノ
蘭
学
ノ
知
識
漸
ク
進
メ
ル
ヲ
見
テ
予
ヲ
青
木
家
ノ
養
子
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
セ
シ
カ
当
時
予
ノ
位
置
ト
シ
テ
青
木
家
ノ

養
子
ト
ナ
ル
コ
ト
ハ
太
タ
名
譽
ナ
ル
モ
予
ハ
三
浦
家
ノ
長
男
タ
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
之
ヲ
辞
退
セ
リ
然
レ
ト
モ
交
遊
諸
氏
及
ヒ
能
美
氏
ヨ

リ
家
嚴
ニ
対
シ
云
々
ノ
説
諭
ア
リ
タ
ル
爲
メ
予
ハ
終
ニ
青
木
家
ノ
養
子
ト
ナ
レ
リ

　

周
蔵
を
養
子
に
推
薦
し
た
の
は
周
蔵
の
最
初
の
蘭
学
の
師
匠
で
あ
る
能
美
隆
庵
で
あ
る
。
隆
庵
が
中
心
と
な
り
、
周
蔵
の
実
父
三
浦
玄

仲
を
説
得
す
る
。
福
田
正
二
が
辞
退
し
た
た
め
に
、
周
蔵
が
名
門
青
木
家
の
養
子
と
い
う
「
名
譽
」
を
掌
中
に
す
る
。
青
木
家
は
、
青
木

周
弼
が
嘉
永
三 （
一
八
五
〇
） 年
六
月
に
譜
代
藩
医
と
な
っ
た
た
め
に
、
周
蔵
も
藩
医
と
し
て
の
地
位
は
約
束
さ
れ
る
。

　

医
家
に
婿
入
り
し
た
以
上
、
後
継
者
と
し
て
家
学
の
修
業
に
は
げ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
周
蔵
は
医
学
の
修
業
に
専
念
し

よ
う
と
し
な
い
。
蘭
学
に
つ
い
て
は
上
達
が
早
く
、
大
村
益
次
郎
か
ら
貸
り
受
け
た
「『
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
』
戦
争
ノ
顛
末
ヲ
叙
述
シ
タ

ル
モ
ノ
」、
す
な
わ
ち
蘭
語
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
記
を
ひ
そ
か
に
読
み
耽
り
、「
素
志
貫
徹
ノ
念
」
を
つ
の
ら
せ
る
。

　

研
蔵
は
、
周
蔵
が
「
稟
賦
ノ
醫
者
嫌
ヒ
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
日
ご
ろ
、
医
家
に
養
子
入
り
し
た
も
の
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
説

諭
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
長
崎
に
旅
立
つ
さ
い
に
は
、「
変
業
セ
ザ
ル
可
シ
」
と
諭 

研
蔵
は
、「
温
厚
謹
直
、
細
心
慎
重
」
な
性
格

（　

）
２７る
。

　

（　

）
２８る
。

　

（　

）
２９す
。
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で
、「
勤
勉
な
人
」
で
あ
っ
た
。「
寡
言
」
で
、
兄
周
弼
の
よ
う
に
、
み
ず
か
ら
理
想
に
つ
い
て
建
言
す
る
よ
う
な
積
極
性
は
な
か
っ
た
。

実
際
、
好
生
堂
教
諭
職
に
あ
り
な
が
ら
、「
醫
政
家
」
と
し
て
の
業
績
は
少
な
か
っ 

周
蔵
は
、
養
父
の
生
真
面
目
さ
に
も
の
た
り
な

さ
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
養
子
に
細
々
と
説
教
す
る
研
蔵
に
反
感
を
い
だ
き
、
内
心
で
は
小
心
者
と
侮
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　

研
蔵
は
、
周
蔵
の
長
崎
遊
学
に
つ
い
て
は
藩
命
で
も
あ
り
、
不
承
不
承
な
が
ら
も
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
海
外
留
学

が
現
実
味
を
お
び
て
く
る
と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。
研
蔵
は
、
慶
応
三
年
九
月
に
日
野
に
書
簡
を
お
く
り
、
軍
政
総

掛
の
木
戸
孝
允
へ
の
伝
言
を
依
頼
し
、
書
状
を
託 

拙
も
明
朝
よ
り
帰
萩
今
一
応
相
話
仕
度
候
処
相
憎
懸
違
念
之
至
ニ
奉
存
候
然
は
此
せ
つ
木
戸
馬
関
迄
帰
居
近
日
之
内
此
元
へ
帰
候
よ

し
今
日
承
り
申
候
何
卒
帰
着
次
第
彼
方
へ
御
出
周
蔵
外
国
行
之
儀
ハ
不
被
差
免
様
御
伝
へ
可
被
下
候
此
状
へ
も
其
段
頼
遣
申
候
此
中

来
逐
々
申
上
候
道
心
事
御
憐
察
被
下
何
分
宜
し
く
御
頼
申
候
先
ハ
為
其
余
は
帰
萩
の
上
方
縷
可
申
上
候
草
々
頓
首

　

書
簡
の
主
旨
は
、
木
戸
が
近
々
帰
山
す
る
の
で
、
周
蔵
の
海
外
留
学
を
許
可
し
な
い
よ
う
日
野
に
伝
言
を
た
の
み
、
あ
わ
せ
て
木
戸
宛

の
書
簡
を
託
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
木
戸
が
数
日
中
に
長
崎
か
ら
山
口
に
か
え
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
研
蔵
は
あ
く
ま
で
も
帰
萩

の
予
定
を
ま
も
り
、
山
口
で
木
戸
を
待
と
う
と
は
し
な
い
。

　

周
蔵
は
、
萩
を
は
な
れ
、
さ
ら
に
な
に
も
の
か
に
憑
か
れ
た
よ
う
に
海
外
へ
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
長
崎
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
「
是
非
々
々

遠
遊
被
二

仰
付
一

候
様
御
高
配
奉
レ
仰 

「
何
分
急
ニ
官
許
可
レ
有
レ
之
御
高
配
意
伏
而
奉
レ
願 

と
い
う
よ
う
に
、
海
外
留
学
の
許
可
を

も
と
め
る
。
研
蔵
の
弟
子
で
あ
る
日
野
宗
春
か
ら
も
萩
に
も
ど
る
よ
う
し
ば
し
ば
催
促
さ
れ
る
が
、
帰
郷
の
条
件
は
「
官
許
」、
す
な
わ

ち
藩
政
府
の
留
学
の
許
可
で
あ
る
。

　

周
蔵
は
、
明
治
三 （
一
八
七
〇
） 九
月
五
日
に
養
父
研
蔵
が
事
故
に
よ
り
死
去
し
た
た
め
に
、
十
一
月
五
日
に
青
木
家
の
家
督
を
相
続
す

（　

）
３０た
。

　

（　

）
３１す
。

　

（　

）
３２候
」、

　

（　

）
３３候
」
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る
。
明
治
六
年
一
月
に
は
外
務
一
等
書
記
官
心
得
に
登
用
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
に
在
勤
す
る
。
明
治
七
年
に
は
青
木
家
か
ら
離
縁
を
せ
ま
ら

れ
、
慈
父
の
よ
う
に
慕
う
木
戸
孝
允
か
ら
「
弟
之
は
ご
く
み
」、
す
な
わ
ち
仮
の
養
子
で
あ
る  
養  
に
な
る
よ
う
す
す
め
ら
れ 

周
蔵
は
、

は
ぐ
く
み

そ
の
後
も
青
木
家
の
当
主
に
居
座
る
。
明
治
十 （
一
八
七
七
） 年
十
月
に
は
照
子
を
離
縁
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
貴
族
の
娘
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
フ
ォ

ン
・
ラ
ー
デ
と
結
婚
す
る
。
周
蔵
は
、
ド
イ
ツ
で
「
国
家
ニ
益
ス
ル
学
問
」
を
ま
な
び
、「
政
治
ニ
参
与
ス
ヘ
キ
位
置
」
に
つ
き
、「
素
志
」

を
と
げ
る
。
し
か
し
、
青
木
家
を
踏
台
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
意
識
に
さ
い
な
ま
れ
る
。

　

青
木
周
蔵
に
と
っ
て
、
長
崎
時
代
は
、
青
木
家
か
ら
、
同
様
に
医
学
か
ら
解
き
放
さ
れ
る
「
運
命
」
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

封
印
さ
れ
る
べ
き
過
去
し
か
な
い
。
養
父
研
蔵
の
名
も
『
筆
記
』
で
は
封
印
さ
れ
、
一
度
し
か
登
場
し
な
い
。

五　

誇　
　

示

　

慶
応
三
年
六
月
十
日
、
周
蔵
は
梅
雨
空
の
な
か
好
生
堂
の
同
僚
松
岡
勇
記
と
と
も
に
長
崎
に
到
着
す 

青
木
周
蔵
は
、
留
学
国
と
し

て
プ
ロ
イ
セ
ン
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

留
学
地
選
定
ノ
事
ハ
一
個
ノ
先
決
問
題
ト
シ
テ
予
ノ
最
モ
意
ヲ
用
ヰ
シ
所
ナ
リ
従
来
長
藩
ヨ
リ
海
外
ニ
遊
学
セ
ル
者
七
八
人
ア
リ
テ

孰
レ
モ
英
国
又
ハ
米
国
ニ
留
學
セ
リ
然
レ
ト
モ
予
ハ
專
修
学
科
ノ
如
何
ニ
関
セ
ス
孛
魯
西
以
外
ニ
ハ
断
シ
テ
留
學
セ
ス
ト
ノ
決
心
ヲ

以
テ
其
ノ
旨
ヲ
政
府
ニ
稟
申
シ
其
ノ
許
可
ヲ
得
テ
同
国
ニ
赴
キ
タ
リ
当
時
我
国
ニ
於
テ
ハ
英
佛
米
三
国
ノ
名
最
モ
人
耳
ニ
熟
セ
シ
カ

故
ニ
此
ノ
三
国
ニ
留
学
ス
ル
ハ
邦
人
ノ
見
テ
以
テ
首
肯
ス
ル
所
ナ
ル
モ
孛
国
ニ
留
學
ス
ル
カ
如
キ
ハ
世
人
太
タ
之
ヲ
奇
怪
ト
シ
タ
リ

然
レ
ト
モ
予
カ
多
数
人
士
ノ
意
向
ニ
反
シ
敢
テ
孛
魯
西
行
ヲ
決
定
シ
併
セ
テ
政
府
ノ
許
可
ヲ
請
求
シ
タ
ル
ニ
ハ
重
大
ナ
ル
理
由
ア
リ

即
チ
従
来
予
ノ
閲
讀
セ
シ
和
蘭
医
書
ハ
大
半
独
人
ノ
著
述
ヲ
翻
訳
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
予
ハ
某
蘭
書
中
ノ
一
項
ニ
於
テ
「
凡

ソ
学
問
ニ
於
テ
ハ
能
ク
独
逸
ノ
右
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
ト
ノ
数
語
ヲ
讀
ミ
タ
ル
事
ア
リ
此
等
ノ
証
左
ニ
據
テ
推
測
ス
ル
ニ
研
究
最

（　

）
３４る
。

　

（　

）
３５る
。
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モ
困
難
ナ
ル
医
学
ニ
シ
テ
斯
ク
著
シ
ク
發
達
シ
蘭
人
仰
テ
以
テ
其
ノ
師
ト
尊
崇
ス
ル
孛
魯
西
国
ニ
於
テ
ハ
其
ノ
他
ノ
学
科
モ
亦
必
ス

他
国
ニ
卓
越
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
ク

　

萩
藩
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
周
蔵
は
留
学
国
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
を
選
択
す
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
を
選
択
し
た
理
由
は
、
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
周
蔵
が
閲
読
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
書
は
大
半
は
ド
イ
ツ
の
原
著
を
翻

訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
書
の
な
か
に
、
学
問
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
が
世
界
最
先
端
に

あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
を
読
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

　

周
蔵
は
、
医
学
と
い
う
総
合
科
学
の
分
野
で
世
界
的
に
先
進
的
な
水
準
に
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
そ
の
他
の
学
術
も
他
国
よ
り
す
ぐ

れ
て
い
る
と
考
え
る
。
周
蔵
は
、「
醫
學
爲
修 

の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
へ
派
遣
さ
れ
る
。
す
で
に
医
学
を
放
棄
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

医
学
以
外
の
学
問
の
世
界
的
先
進
性
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ド
イ
ツ
留
学
と
い
う
結
論
は
、
一
年
あ
ま
り
の
長
崎
滞
在
中
に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
周
蔵
は
、
慶
応
三
年
七
月
に
日
野
宗
春

と
竹
田
裕
伯
に
あ
て
書
翰
を
送
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い 

　
　
　
　

幕
よ
り
之
頼
ニ
而

　
　

佛
国
抔
ハ
吾
國
よ
り
遠
遊
仕

　
　

事
少
し
六
ケ
敷
候
、
和
蘭
モ

　
　

其
氣
味
有
レ

之
と
申
事
ニ
候
得
共
、

　
　

和
蘭
ハ
強
而
之
事
モ
有
之
候
間

　
　

敷
奉
レ

察
候
、
兎
角
官
許
有
レ

之
候

　
　

節
ハ
和
蘭
ト
御
書
下
ケ
可
レ

有
レ

之

（　

）
３６業
」

　

（　

）
３７る
。
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御
願
可
レ

被
レ

候
ハ
ヽ
、
尤
半
春
兄
御

　
　

氣
付
有
レ

之
候
ハ
ヽ
、
決
而
不
同
意

　
　

ハ
不
二

申
上
一

候
、
併
シ
生
モ
先
日
迄
ハ
英

　
　

行
と
決
意
罷
在
候
得
共
、
近
日
承

　
　

之
候
得
ハ
和
蘭
、
獨
乙
、
米
利
堅
、

　
　

佛
抔
よ
ろ
し
く
と
申
事
ニ
御
坐
候

　
　

尤
形
勢
ニ
因
而
建
議
仕
候
ト
キ
ハ

　
　

吾
国
及
薩
土
嘉
輩
ハ
英

　
　

行
可
レ

然
候
得
共
、
次
ノ
一
首
篤

　
　

と
御
坐
考
可
レ

被
レ

下
候

　
　
　

醫
者
ス
レ
ハ
初
ハ
和
蘭

　
　
　
　

后
獨
乙
も
ど
り
に
遊

　
　
　
　
　

べ
英
の
龍
動
」
ト
申
事
ヲ
承
申
候

　

長
崎
に
一
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
時
点
で
は
、
周
蔵
は
、
留
学
先

に
つ
い
て
深
刻
に
考
え
て
い
な
い
。
周
蔵
に
よ
れ
ば
、
留
学
国
の

選
択
基
準
と
し
て
は
、
外
交
的
な
基
準
と
学
術
的
な
基
準
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
鹿
児
島
藩
と
萩
藩
を
支
援
し
、
フ
ラ
ン

ス
が
幕
府
を
経
済
的
・
軍
事
的
に
後
援
す
る
と
い
う
外
交
関
係
を

森川：『青木周蔵筆記』の詩と真実
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顧
慮
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
周
蔵
は
、
親
幕
政
策
を
と
る
フ
ラ
ン
ス
が
幕
府
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
萩
藩
の
留
学
生
を
う
け
い

れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
。
オ
ラ
ン
ダ
も
、
鎖
国
政
策
の
も
と
で
幕
府
と
独
占
的
排
他
的
な
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。
オ
ラ
ン

ダ
も
拒
絶
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
伝
統
的
な
観
点
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
も
留
学
国
の
選
択
肢
に
ふ
く
ま
れ
る
。
外
交
的
な
基
準
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
萩
藩
、
鹿
児
島
藩
、
高
知
藩
、
佐
賀
藩
の
よ
う
な
倒
幕
を
め
ざ
す
諸
藩
の
者
は
イ
ギ
リ
ス
以
外
に
留
学
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
医
学
留
学
生
と
し
て
医
学
研
究
の
先
進
性
を
重
視
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
周
蔵
は
、
外
交
的
な
基
準
か
ら
、
一
時
は

イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
よ
う
と
決
意
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
の
情
報
、
お
そ
ら
く
は
学
術
的
な
基
準
に
も
と
づ
く
情
報
に
よ

れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
が
留
学
国
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
尾
の
戯
れ
歌
か
ら
も
窺
わ

れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
が
候
補
に
は
い
っ
た
点
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

周
蔵
だ
け
が
留
学
国
の
選
択
権
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
周
蔵
は
、
蘭
学
を
学
ん
だ
た
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
す
る
つ
も

り
で
あ
っ
た
。
長
崎
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
も
選
択
肢
に
は
い
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
日
野
宗
春
や
「
半
春
兄
」、
す
な
わ
ち
半
井
春

軒
な
ど
の
萩
の
担
当
者
の
意
見
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
蔵
は
、
留
学
国
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
留
学
国
を
精
選
し
、
藩
庁

に
「
建
議
」
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　

結
局
、
周
蔵
は
ド
イ
ツ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
術
的
な
観
点
か
ら
の
選
択
で
あ
る
。
同
じ
時
期
、
長
崎
精
得
館
に
お
い
て
、
ボ
ー

ド
イ
ン
か
ら
医
学
伝
習
を
ひ
き
つ
い
だ
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
も
と
で
修
業
し
て
い
た
幕
府
伝
習
生
の
池
田
謙
斎
は
ド
イ
ツ
医
学
に
つ
い
て

次
の
よ
う
が
認
識
を
も
っ
て
い
た
。

精
得
館
に
は
、
既
に
多
少
の
醫
書
が
備
は
つ
て
居
た
か
ら
、
ス
ト
ロ
マ
イ
エ
ル
の
外
科
書
だ
の
、
ニ
ー
マ
イ
ル
の
内
科
書
な
ど
は
、

こ
こ
の
借
り
て
讀
む
で
居
た
、
併
し
こ
れ
ら
の
書
物
は
大
抵
獨
逸
の
原
著
に
つ
い
て
蘭
人
の
自
國
語
に
翻
譯
し
た
の
じ
や
つ （　
）
３８た
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精
得
館
に
は
、
ド
イ
ツ
軍
陣
外
科
の
父
シ
ュ
ト
ロ
ー
マ
イ
エ
ル
の
「
外
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
教
授
ニ
ー

マ
イ
エ
ル
の
「
内
科
学
教
科
書
」
と
い
っ
た
専
門
書
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
長
崎
の
伝
習
生
た
ち
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
に
よ
る
医
学
伝

習
や
「
新
版
の
も
の
ゝ
蘭
書
」
を
と
お
し
て
、
や
が
て
「
和
蘭
の
醫
書
は
大
抵
獨
逸
の
翻
譯
書
で
、
其
本
家
の
獨
逸
は
大
學
も
澤
山
あ
り
、

良
醫
も
多
く
輩
出
し
居 

こ
と
を
諒
解
し
、
ド
イ
ツ
医
学
に
た
い
す
る
認
識
を
深
め
る
。
周
蔵
も
精
得
館
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
、

池
田
と
同
様
の
認
識
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

　

周
蔵
は
、
長
崎
に
お
い
て
、
松
岡
勇
記
に
紹
介
さ
れ
た
高
知
藩
の
遊
学
生
萩
原
三
圭
と
親
交
を
む
す
ぶ
。
萩
原
は
海
外
留
学
生
と
し
て

「
兼
て
御
見
込
も
有
之
候
」
人 

あ
り
、
周
蔵
と
同
様
に
藩
か
ら
留
学
の
命
令
が
く
だ
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
ふ
た
り
は
留
学
国

に
つ
い
て
熟
議
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

諸
藩
と
も
に
、
軍
事
力
の
近
代
装
備
化
の
た
め
の
支
出
が
か
さ
み
、
留
学
資
金
を
工
面
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
萩
藩
は
、

慶
応
元
年
以
降
、
大
村
益
次
郎
の
指
導
の
も
と
で
徹
底
的
な
兵
制
改
革
を
お
こ
な
う
。
従
来
の
封
建
的
兵
制
、
す
な
わ
ち
軍
役
制
度
を
廃

止
し
、
銃
隊
に
再
編
成
し
、
新
式
施
錠
銃
を
導
入
す 

明
治
三
年
の
廃
藩
置
県
の
さ
い
、
明
治
新
政
府
は
全
国
諸
藩
に
銃
砲
、
弾
薬
等

の
所
持
状
況
を
報
告
さ
せ
る
が
、
全
国
二
五
八
藩
が
所
持
す
る
大
砲
は
約
六
六
〇
〇
門
、
小
銃
は
約
三
十
七
万
挺
に
の
ぼ
っ 

　

青
木
周
蔵
に
よ
れ
ば
、
萩
原
三
圭
と
ド
イ
ツ
へ
留
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
場
面
が
あ
っ
た
。

曩
日
長
崎
ニ
於
テ
足
下
ヲ
予
ト
同
シ
ク
孛
国
ニ
留
学
セ
シ
ム
ベ
シ
ト
貴
国 （
高
知
） ノ
藩
老
深
尾
氏
鼎
ニ
説
キ
シ
時
深
尾
氏
カ
孛
国
ト

ハ
方
角
違
ヒ
ニ
非
ス
ヤ
ト
云 

　

周
蔵
は
、
長
崎
訪
問
中
の
高
知
藩
家
老
深
尾
重
元
に
萩
原
と
と
も
に
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
い
と
請
願
す
る
。
そ
れ
に
た
い
し
、
深
尾
重

元
は
ド
イ
ツ
は
予
想
外
で
あ
る
と
し
て
反
対
す
る
が
、
周
蔵
は
「
凡
百
ノ
學
科
ヲ
修
ム
ル
ニ
於
テ
独
逸
諸
邦
ニ
優
ル
ノ
国
ナ
キ
」
と
説
得

す 

周
蔵
が
主
体
的
に
ド
イ
ツ
を
選
び
、
萩
原
を
誘
っ
た
か
の
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
実
態
に
つ
い
て
は
、
萩
原
に
関
す
る
資
料
か
ら

（　

）
３９る
」

　

（　

）
４０物
で

　

（　

）
４１る
。

　

（　

）
４２た
。

　

（　

）
４３ヒ
シ

　

（　

）
４４る
。
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も
管
見
に
入
ら
な
い
。

　

ド
イ
ツ
へ
お
も
む
い
た
周
蔵
は
、
当
初
、
医
学
と
軍
事
学
に
限
定
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
留
学
生
の
修
学
科
目
や
修
業
種
類
の
多
様
化
に

つ
と
め
、
ま
た
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
る
留
学
生
に
留
学
国
を
ド
イ
ツ
に
変
更
す
る
よ
う
す
す
め
る
。
周
蔵
は
、
多
く
の
留
学
生
が
ド
イ
ツ
に

お
い
て
ま
な
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
独
逸
ニ
於
ケ
ル
如
キ
主
義
正
確
ニ
シ
テ
秩
序
精
密
ナ
ル
學
問
」、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ

フ
ト
が
総
体
と
し
て
日
本
に
根
ざ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い 

　

明
治
新
政
府
は
、
明
治
三
年
七
月
こ
ろ
に
起
草
さ
れ
た
「
遣
歐
学
徒
ヲ
撰
擧
ス
ル
ノ 

の
国
別
修
学
科
目
一
覧
や
雑
科
一
覧
に
も
と

づ
き
留
学
政
策
を
推
進
す
る
。
学
術
・
技
術
を
先
進
性
を
基
準
と
し
て
選
択
的
に
移
植
す
る
と
い
う
選
択
的
移
植
原
理
に
も
と
づ
き
、
各

国
の
す
ぐ
れ
た
学
術
・
技
術
を
断
片
的
に
で
も
移
植
す
れ
ば
、
予
定
調
和
的
に
先
進
的
な
近
代
国
家
が
で
き
あ
が
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

　

修
学
科
目
は
「
各
國
ノ
所
長
」
を
勘
案
し
た
国
別
修
学
科
目
一
覧
か
ら
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
留
学
国
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
の
五
ケ
国
が
あ
げ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
が
主

要
留
学
国
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
留
学
生
全
体
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
割
り
振
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
残
り
の
二
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
分
け
あ
う
。
国
別
修
学
科
目
一
覧
は
、
こ
れ
ら
の
五
カ
国
に
つ
い
て
国
別
に
修
学
す
べ
き
学
科
、
す
な
わ
ち
移
植
す
べ
き
学
科

を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
項
目
に
は
、「
醫
科
」、「
藥
制
法
」
と
い
っ
た
医
学
系
の
学
科
だ
け
で
な
く
、「
政
治
学
」、「
経
濟
学
」
な
ど
の
社
会
科
学
系

の
学
科
も
設
定
さ
れ
る
。
周
蔵
の
選
択
が
新
政
府
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
十
四 （
一
八
八
一
） 年
十
月
、
明
治
政
府
は
政
変
を
契
機
と
し
て
新
し
い
制
度
の
構
築
の
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
ド
イ
ツ
を
選
択
す

る
。
青
木
周
蔵
は
、
渡
独
以
前
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ド
イ
ツ
の
卓
越
性
を
承
知
し
、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
移
植
基
盤
を
整

備
し
た
と
い
う
自
負
心
を
い
だ
い
て
い
た
。

（　

）
４５た
。

　

（　

）
４６議
」
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お　

わ　

り　

に

　
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
は
あ
く
ま
で
も
自
伝
で
あ
る
。『
筆
記
』
第
一
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
記
憶
違
い
や
事
実
の
誤
認
が
散
見
さ
れ
る
だ
け

で
、
意
図
的
な
粉
飾
や
事
実
の
歪
曲
は
み
ら
れ
な
い
。
青
木
周
蔵
が
、
十
六
歳
の
こ
ろ
、「
政
治
ニ
関
係
ア
ル
学
問
」
を
修
め
、「
政
治
ニ

参
与
ス
ヘ
キ
位
置
」
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
回
想
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
青
木
が
つ
く
り

だ
し
た
独
自
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
『
筆
記
』
第
一
を
精
読
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
る
。
疵
痕
、
暗
示
、
傍
観
、
沈
黙
、
誇
示
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
が
そ
の
ま
ま
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
機
能
す
る
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
木
周
蔵
が
な
に
を

訴
え
た
か
っ
た
の
か
整
理
し
て
お
く
。

　

討
幕
派
の
志
士
た
ち
が
中
心
と
な
り
新
し
い
国
家
を
建
設
し
は
じ
め
た
と
き
、
ド
イ
ツ
に
滞
在
す
る
青
木
周
蔵
は
在
独
の
外
交
官
と
し

て
新
政
府
の
一
員
に
組
み
込
ま
れ
る
。
福
沢
諭
吉
が
獲
得
し
た
外
国
奉
行
支
配
下
の
翻
訳
方
の
よ
う
な
瑣
末
な
地
位
に
す
ぎ
な
い
が
、
志

士
と
し
て
の
論
功
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
み
ず
か
ら
学
問
を
研
鑽
し
た
こ
と
に
よ
り
獲
得
し
た
地
位
で
あ
る
。

　

青
木
周
蔵
は
、「
正
規
に
外
国
の
大
学
で
学
び
、
生
粋
の
外
交
官
生
活
を
直
線
的
に
歩
い
て
き
た
者
と
し
て
、
外
務
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ

た
第
一 

で
あ
る
。
明
治
十
八
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
召
喚
さ
れ
、
翌
年
、
最
初
の
内
閣
の
初
代
外
務
次
官
に
就
任
す
る
。
内
閣
に
は
、
総

理
大
臣
伊
藤
博
文
、
内
務
大
臣
山
県
有
朋
、
外
務
大
臣
井
上
馨
、
農
商
務
大
臣
山
田
顕
義
と
い
う
四
名
の
萩
藩
出
身
者
が
い
た
。
い
ず
れ

も
奇
兵
隊
や
諸
隊
の
関
係
者
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
二
年
、
青
木
が
は
じ
め
て
外
務
大
臣
に
起
用
さ
れ
た
と
き
、
総
理
大
臣
は
山
県
有
朋
で
あ
っ
た
。
山
県
は
、
萩
城
下
の
蔵
元

付
中
間
と
い
う
武
家
奉
公
人
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
奇
兵
隊
の
軍
監
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
典
型
的
な
倒
幕
志
士
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
青
木
は
奇
兵
隊
を
「
奇
兵
隊
ナ
ル
モ
ノ
」
と
表
現
す
る
。
萩
藩
永
代
家
老
の
福
原
家
の
郷
学
菁
莪
堂
に
お
い
て

（　

）
４７号
」
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は
じ
め
て
武
士
に
接
し
た
と
き
か
ら
、
武
士
や
か
れ
ら
が
奉
じ
る
尊
皇
攘
夷
運
動
に
憎
悪
感
や
侮
蔑
感
を
い
だ
い
て
い
た
が
、
そ
う
し
た

感
情
は
潰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
青
木
周
蔵
は
、
藩
閥
の
後
ろ
盾
で
高
位
高
官
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
記
し
て
お
き

た
か
っ
た
。

　

青
木
は
、
明
治
二
十 （
一
八
八
七
） 年
五
月
、
子
爵
に
叙
せ
ら
れ
、
明
治
三
十
四 （
一
九
〇
一
） 年
十
一
月
に
は
枢
密
顧
問
官
に
選
任
さ
れ

る
。
そ
れ
は
、
条
約
改
正
な
ど
の
外
交
官
と
し
て
取
り
組
ん
だ
職
務
に
た
い
す
る
褒
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
青
木
に
は
憲
法
論
争
が
吹
き

荒
れ
た
明
治
十
年
代
に
「
ド
イ
ツ
一
辺
倒
の
風 

を
用
意
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

　

青
木
は
、『
筆
記
』
第
一
に
お
い
て
、「
凡
ソ
学
問
ニ
於
テ
ハ
能
ク
独
逸
ノ
右
ニ
出
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
と
し
て
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ

フ
ト
の
世
界
的
先
進
性
を
予
言
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
生
活
を
は
じ
め
る
と
、
そ
れ
を
確
認
し
、「
独
逸
ニ
於
ケ
ル
如
キ
主
義
正
確
ニ
シ
テ

秩
序
精
密
ナ
ル
學
問
」、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
日
本
に
移
植
し
よ
う
と
決
意
す
る （『
筆
記
』
第
二
）。
最
初
期
の

ド
イ
ツ
留
学
生
の
ひ
と
り
で
あ
る
青
木
は
、
ほ
ど
な
く
「
獨
逸
青
翁
」
と
呼
ば
れ 

ど
に
ド
イ
ツ
贔
屓
に
な
っ
て
い
た
。

　

周
蔵
は
、
明
治
五
年
一
月
に
ド
イ
ツ
北
部
連
邦
留
学
生
総
代
に
任
命
さ
れ
、
在
外
公
使
に
相
当
す
る
弁
務
使
の
職
掌
を
代
行
す
る
。「
一

国
ノ
文
明
ハ
單
ニ
醫
学
若
ク
ハ
兵
学
ノ
研
究
ノ
ミ
ニ
テ
増
進
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ 

と
考
え
、「
各
其
ノ
長
所
若
ク
ハ
嗜
好
ニ
従
ヒ
或

ハ
政
治
經
濟
ノ
学
ヲ
修
メ
或
ハ
各
種
ノ
工
業
ヲ
實
際
的
研
究
セ
シ
ム
ル
」。
明
治
四
年
一
月 （
一
八
七
一
年
三
月
） か
ら
二
月
に
か
け
て
ベ
ル

リ
ン
に
到
着
し
た
大
学
東
校
留
学
生
、
北
白
川
宮
能
久
の
随
員
な
ど
に
専
攻
を
変
更
す
る
よ
う
す
す
め
た
り
、
ベ
ル
リ
ン
に
立
ち
寄
っ
た

ロ
シ
ア
留
学
生
に
た
い
し
て
、
ド
イ
ツ
に
と
ど
ま
る
よ
う
説
得
し
た
り
す
る
。

　

お
雇
い
ド
イ
ツ
人
を
日
本
に
送
り
込
み
、
日
本
に
ド
イ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
移
植
基
盤
を
整
備
し
た
の
も
、
青
木
周
蔵
で
あ

る
。
青
木
は
、
ま
ず
経
済
学
を
専
門
と
す
る
マ
イ
エ
ッ
ト
を
東
京
医
学
校
予
科
教
師
と
し
て
送
り
込 

　

明
治
政
府
は
、
明
治
十
四 （
一
八
八
一
） 年
に
は
、
政
変
を
契
機
と
し
て
新
し
い
制
度
の
構
築
の
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
ド
イ
ツ
を
選
択

（　

）
４８潮
」

　

（　

）
４９る
ほ

　
（　

）
５０ル
」

　

（　

）
５１む
。
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す
る
。
青
木
は
、
本
国
か
ら
の
指
令
に
よ
り
公
法
顧
問
の
選
任
に
も
あ
た
り
、
レ
ー
ス
ラ
ー
と
契
約
を
む
す
ぶ
。
レ
ー
ス
ラ
ー
は
、
プ
ロ

イ
セ
ン
欽
定
憲
法
を
下
敷
き
に
し
た
「
日
本
帝
国
憲
法
草
案
」
を
起
草
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
採
用
さ
れ
る
。

　

青
木
は
、
明
治
三
十
三 （
一
九
〇
〇
） 年
の
北
清
事
変
ま
で
で
筆
を
お
く
。
青
木
の
七
十
歳
あ
ま
り
の
生
涯
の
う
ち
、
五
十
七
歳
の
と
き

ま
で
で
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の
引
退
後
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
親
政
の
時
代
に
な
る
と
、
明
治
二
十
九 （
一
八
九
六
） 年
の
三
国
干
渉
、

「
黄
禍
論
」
な
ど
が
原
因
し
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
関
係
は
冷
却
化
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
日
本
は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
す
る
。
青
木
周
蔵
は
、

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
が
敵
性
国
家
に
変
貌
し
て
い
く
の
を
傍
観
し
な
が
ら
筆
を
置
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
日
野
家
文
書
の
解
読
に
さ
い
し
て
は
、
生
涯
学
習
一
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
山
田
信
道
氏
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

【
註
】

（
１
）　
「
解
説
」、
坂
根
義
久
校
注
、『
青
木
周
蔵
自
伝
』、
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
四
八
頁
。

（
２
）　

小
倉
孝
誠
、「
自
伝
の
構
図
」、『
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
人
文
学
報
』
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
通
巻
二
四
六
号
、
一
九
九
三
年
三
月
、
五
二
〜
五

六
頁
。

（
３
）　

布
施
昌
一
、『
医
師
の
歴
史
』、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
四
年
、
一
二
三
頁
。

（
４
）　

石
井
良
助
編
、『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五
、
創
文
社
、
昭
和
三
四
年
、
三
八
六
頁
。

（
５
）　

田
中
助
一
、『
防
長
医
学
史
』
上
巻
、
聚
海
書
林
、
昭
和
五
九
年 （
昭
和
二
六
年
初
版
）、
二
三
〇
頁
。

（
６
）　

同
右
書
、
一
四
三
〜
一
四
四
頁
。

（
７
）　
『
好
生
堂
醫
學
引
痘
沙
汰
控
』、「
毛
利
家
文
庫
」、
一
五
文
武
、
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
。

（
８
）　

佐
伯
彰
一
、『
近
代
人
の
自
伝
』、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
一
一
頁
。

（
９
）　

宇
部
市
史
編
集
委
員
会
、『
宇
部
市
史
』
通
史
篇
、
上
巻
、
宇
部
市
、
平
成
四
年
、
一
〇
二
〇
〜
一
〇
二
四
頁
。
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（　

）　

同
右
書
、
九
九
五
頁
。

１０
（　

）　

末
松
謙
澄
、『
防
長
回
天
史
』
第
二
編
、
二
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
平
成
三
年 （
明
治
四
四
年
初
版
）、
三
三
四
〜
三
四
〇
頁
。

１１
（　

）　
『
防
長
回
天
史
』
第
二
編
、
二
、
三
五
五
頁
。

１２
（　

）　
「
軍
制
改
革
ニ
付
申
上
候
事
扣
」、「
福
原
家
文
書
」、
宇
部
市
立
図
書
館
所
蔵
。

１３
（　

）　
「
館
中
日
程
表
」、「
福
原
家
文
書
」。

１４
（　

）　
「
学
則
」、「
福
原
家
文
書
」。

１５
（　

）　

高
梨
光
司
、『
兵
部
大
輔
大
村
益
次
郎
先
生
』、
大
村
卿
遺
徳
顕
彰
会
、
昭
和
一
六
年
、
五
頁
。

１６
（　

）　
『
宇
部
市
史
』
通
史
篇
、
上
巻
、
一
〇
二
二
〜
一
〇
二
四
頁
。

１７
（　

）　

富
田
正
文
校
訂
、『
福
翁
自
伝
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年 （
一
九
七
八
年
初
版
）、
二
四
頁
。

１８
（　

）　

大
島
明
秀
、「
青
木
周
蔵
の
中
津
滞
在
期
―
―
冨
永
家
所
蔵
史
料
を
中
心
に
」、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
、『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料

１９

館
分
館
村
上
医
家
史
料
館
資
料
叢
書
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
七
八
頁
。

（　

）　

川
嶌
眞
人
、『
中
津
藩
―
―
蘭
学
の
光
芒
』、
西
日
本
臨
床
医
学
研
究
所
、
平
成
一
三
年
、
四
頁
。

２０
（　

）　

大
分
県
下
毛
郡
教
育
会
編
刊
、『
下
毛
郡
誌
』、
七
五
六
〜
七
五
七
頁
。

２１
（　

）　

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
、「
中
津
藩
医
大
江
春
塘
に
つ
い
て
」、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
、『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館

２２

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
六
巻
、
平
成
一
九 （
二
〇
〇
七
） 年
三
月
、
六
一
頁
。

（　

）　

高
杉
晋
作
書
簡
、
周
布
政
之
助
宛
、
安
政
六
年
一
一
月
一
六
日
付
、
一
坂
太
郎
編
、『
高
杉
晋
作
史
料
』
第
一
巻
、
マ
ツ
ノ
書
店
、
平
成
一
四

２３

年
、
八
四
頁
。

（　

）　

田
中
助
一
、『
防
長
医
学
史
』
下
巻
、
聚
海
書
林
、
昭
和
五
九
年 （
昭
和
二
八
年
初
版
）、
一
九
五
頁
。

２４
（　

）　

浦
上
五
六
、『
適
塾
の
人
々
』、
新
日
本
図
書
、
昭
和
一
九
年
、
二
九
四
頁
。

２５
（　

）　

青
木
周
藏
書
簡
、
日
野
宗
春
宛
、
慶
応
三
年
八
月
十
八
日
付
、「
日
野
家
文
書
」、
諸
家
文
書
、
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
。

２６
（　

）　

岡
原
義
二
、『
青
木
周
弼
伝
』、
大
空
社
、
一
九
九
四
年 （
昭
和
一
六
年
初
版
）、
六
二
三
〜
六
二
四
頁
。

２７
（　

）　

両
書
と
も
に
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

２８
（　

）　

青
木
周
蔵
書
翰
、
半
井
春
軒
宛
、
明
治
三
年
月
日
不
明
、『
防
長
医
学
史
』
下
巻
、
二
四
〜
二
五
頁
。

２９
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（　

）　
「
附
記　

青
木
研
蔵
伝
」、『
青
木
周
弼
伝
』、
七
三
五
〜
七
三
六
頁
。

３０
（　

）　

慶
応
三
年
九
月
一
日
付
、
青
木
研
蔵
書
簡
、
日
野
宗
春
宛
、
同
右
書
、
七
〇
七
〜
七
〇
八
頁
。

３１
（　

）　

慶
応
三
年
六
月
二
八
日
付
、
青
木
周
蔵
書
翰
、
日
野
宗
春
宛
、「
日
野
家
文
書
」、
諸
家
文
書
、
山
口
県
公
文
書
館
所
蔵
。

３２
（　

）　

慶
応
三
年
八
月
一
八
日
付
、
日
野
宗
春
宛
、「
日
野
家
文
書
」。

３３
（　

）　

木
戸
孝
允
書
簡
、
青
木
周
蔵
宛
、
明
治
七
年
九
月
三
日
付
、
日
本
史
籍
協
会
編
、『
木
戸
孝
允
文
書
』
五
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
六
年

３４ （
昭
和
五
年
初
版
）、
三
三
九
頁
。

（　

）　

一
坂
太
郎
・
蔵
本
朋
依
、『
久
保
松
太
郎
日
記
』、
マ
ツ
ノ
書
店
、
平
成
一
六
年
、
六
五
四
頁
。

３５
（　

）　
「
洋
學
則
」
自
安
政
五
年
七
月
至
明
治
元
年
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
、『
毛
利
家
文
庫
』、
一
五
文
武
、
一
三
八
。

３６
（　

）　

青
木
周
蔵
書
翰
、
竹
田
裕
伯
・
日
野
宗
春
宛
、（
慶
応
三
年
） 七
月
初
出
日
付
、「
日
野
家
文
書
」。

３７
（　

）　

池
田
謙
斎
述
、
医
海
時
報
社
員
筆
記
、
入
沢
達
吉
編
刊
、『
回
顧
録
』、
大
正
六
年
、
二
一
頁
。

３８
（　

）　

同
右
書
、
四
六
〜
四
七
頁
。

３９
（　

）　

慶
応
三
年
一
〇
月
一
三
日
付
、
佐
佐
木
高
行
書
簡
、
後
藤
象
二
郎
他
宛
、
佐
佐
木
高
行
、『
保
古
飛
呂
比
』
二
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

４０

二
年
、
五
三
六
頁
。

（　

）　

藤
原
彰
、『
日
本
軍
事
史
』
上
巻
、
戦
前
篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
頁
。

４１
（　

）　

南
坊
平
造
、「
明
治
維
新
全
国
諸
藩
の
鉄
砲
戦
力
」、『
軍
事
史
学
』
第
一
三
巻
第
一
号
、
一
九
七
七
年
六
月
、
七
七
頁
。

４２
（　

）　
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
二
。

４３
（　

）　

同
右
。

４４
（　

）　

同
右
。

４５
（　

）　
「
某
意
見
書　

遣
歐
学
徒
ヲ
撰
挙
ス
ル
事　

留
学
國
々
修
学
ノ
科
目
ノ
事
」、「
諸
氏
意
見
書
類
」
五
十
五
、『
三
条
家
文
書
』、　

国
立
国
会
図
書

４６

館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。「
遣
歐
学
徒
ヲ
撰
擧
ス
ル
ノ
議
」、『
大
隈
文
書
』、
早
稲
田
大
学
所
蔵
。「
留
學
國
々
修
學
科
目
」、『
広
沢
真
臣
文
書
』、
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。

（　

）　

外
務
省
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
、『
外
務
省
の
百
年
』
上
巻
、
原
書
房
、
昭
和
四
四
年
、
一
七
八
頁
。

４７
（　

）　
「
明
治
十
四
年
政
変
と
ド
イ
ツ
学
の
振
興
」、
井
上
久
雄
、『
近
代
日
本
教
育
法
の
成
立
』、
風
間
書
房
、
一
九
九
〇
年 （
昭
和
四
四
年
初
版
）、
七

４８
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六
四
頁
。

（　

）　

木
戸
孝
允
書
簡
、
青
木
周
蔵
宛
、
明
治
七
年
八
月
一
一
日
付
、『
木
戸
孝
允
文
書
』
五
、
三
一
三
頁
。

４９
（　

）　
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
三
。

５０
（　

）　
『
青
木
周
蔵
筆
記
』
第
八
。

５１
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Zusammenfassung

Über die Dichtung und Wahrheit der Autobiographie

von Shuzo Aoki

Jun MORIKAWA

　　Irgendwann begann der Diplomat Shuzo Aoki, die Autobiographie zu 

schreiben.　Er hoffte im Grunde des Herzens, daß sie herausgegeben 

würde.　Erst nach einem halbes Jahrhundert seines Todes wurde sie als ein 

Band des Tōyō Bunkos heraugegeben.　Ich möchte ausforschen, welchen 

Gedanken er in seiner Autobiographie mitteilen wollte.

４１６


